
私
た
ち
の

　麗
澤
物
語

テ
ー
マ

2022年夏のオープンキャンパスは、受験生対策としては総合型選抜対策をメインに
実施。来場型またはオンラインからご参加いただけます。緑あふれる広大なキャンパ
スで、学生スタッフや先生たちと直接話して、大学選びのヒントをつかんでください！

この夏、麗澤高校では毎年恒例の「サマーチャレンジ寮体験」を
実施します。集団生活で養われる「感謝・思いやり・自立」の３つの
心と熱い友情。寮体験では麗澤高校生（寮生）が皆さんをサポート
して、実際の寮生活を送ります。もちろん、高校の授業も体験でき
ます。中学生の皆さんの参加をお待ちしています。

今後の状況によりプログラムの変更や開催中止の可能性もございます。また日によってプログラムが異なります。
麗澤大学ウェブサイトで随時お知らせいたしますので御確認ください。

日本一広いキャンパスで麗澤瑞浪ならではのスクールラ
イフを体験してみませんか？ SS（Student Staff）と呼ば
れるお手伝いの生徒がしっかりサポートするので安心で
す。夏の思い出を皆で作りましょう！ ご参加をお待ちしています。 SS（Student Staff）がお待ちしています！

※要申込。開催日の約1か月前より麗澤大学ウェブサイトよりお申込みいただけます。

オープンキャンパス
自分の目で見て、聞いて、麗澤を体験してみよう！！

サマーチャレンジ寮体験2022
感染対策を徹底し、万全の体制で皆さんをお迎えします

サマースクール
1泊2日で麗澤瑞浪を体験

お申込はこちら！

7月17日、8月7日・21日、9月18日開 催 日
［2部制］ 午前 9：30～12：30

午後 13：30～16：30
※無料駐車場あり、保護者の方も一緒にご参加いただけます

開 催 時 間

入試説明・体験談、キャンパスツアー、学部紹介ブース、面接対策講座など主なプログラム

８月20日（土）～21日（日）
１泊２日

開 催 日

 中学２・３年生（男女各15人）対  象
８月14日（日）申 込 締 切
4,000円（食事、レンタル布団代、保険代等）参 加 費
麗澤サマーチャレンジ寮体験係 担当・諫山佳子
（本校ウェブサイトの申し込みフォームからお申し込みください）

問い合わせ先

対 象 小学４～６年生（通いもOK）／中学2・3年生（寮生活を送ってみたい人）

開 催 日 7月30日（土）～31日（日）

申 込 7月1日（金）9時30分～　本校ウェブサイト、または上記QRコードより　※定員に達し次第申込を締め切ります。

主なプログラム 探求プログラム、夜のお楽しみレク等、盛り沢山です。

参 加 費 3,000円（宿泊費、食事代、保険代込み） ※兄弟割有

問 合 せ 入試広報チーム（0572-66-3111）まで

麗澤
大学

麗澤
中高

麗澤
瑞浪

参加者
募集
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意
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
る
イ
ベ
ン
ト

で
し
た
。

次
に
期
別
代
表
決
定
の
見
直
し
で
す
。
活

躍
す
る
「
麗
澤
好
き
」
な
学
生
た
ち
に
声
を

か
け
て
参
加
者
を
募
り
「
卒
論
お
疲
れ
会
」

を
彼
ら
と
共
に
企
画
し
て
か
ら
期
別
代
表
を

決
定
す
る
と
い
う
仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。

卒
業
し
た
彼
ら
と
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
で

手
軽
な
情
報
交
換
を
ベ
ー
ス
と
し
た
新
し
い

「
つ
な
が
り
方
」
を
試
み
て
い
ま
す
。

３
つ
目
に
、
大
学
の
「
地
域
連
携
実
習
」

と
い
う
課
題
解
決
型
授
業
に
「
麗
澤
校
友

会
」
と
し
て
「
課
題
」
を
提
示
す
る
こ
と
で

新
入
生
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
て
い
ま

す
。
令
和
２
年
度
の
「
え
ん
と
つ
町
の
プ
ペ

ル
」
バ
ス
企
画
は
昨
年
イ
オ
ン
モ
ー
ル
柏
で

実
現
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
の
「
三
方
よ

し
ｘ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
廃
校
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
感
動
の
実
地
体
験
を
経
た
学
生
た
ち

が
本
年
度
は
「
旧
広
瀬
小
学
校
活
用
プ
ロ

私
た
ち
の
麗
澤
物
語

一
般
社
団
法
人
麗
澤
校
友
会

　
　
　
　
　代
表
理
事
・
副
会
長

麗
澤
大
学
麗
澤
会
会
長

（
43
高
大
）

黒
須

　里
美

れ い た く の 森

行
錯
誤
の
５
年
間
で
し
た
が
皆
さ
ま
の
ご
支

援
の
お
か
げ
で
手
応
え
を
感
じ
た
試
み
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
。
ま
ず
初
代
学
長
廣
池
千

英
先
生
50
年
記
念
（
本
誌
１
５
２
号
）
の

「
ち
ぶ
さ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。「
麗
澤

教
育
の
今
」
を
語
る
ス
テ
ー
ジ
で
大
学
授
業

の
枠
内
に
収
ま
ら
ず
に
内
外
で
活
躍
す
る
学

生
た
ち
が
伝
統
的
な
英
語
劇
か
ら
模
擬
国

連
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
環
境
問
題
な
ど
の
新

し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
大
先
輩
の
前
で
披
露
し

ま
し
た
。
本
学
大
先
輩
と
若
手
の
語
り
合
い

も
含
め
て
麗
澤
の
原
点
と
未
来
を
実
感
す
る

機
会
と
し
て
多
世
代
交
流
の
「
舞
台
」
を
用

　
れ
い
た
く
の
森
か
ら
こ
ん
に
ち
は
！

新
緑
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
し
い
麗

澤
校
友
会
メ
ン
バ
ー
（
麗
澤
大
学
85
期
生
）

を
迎
え
令
和
４
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
入
構
規
制
は
残
る
も
の
の

対
面
授
業
も
課
外
活
動
も
戻
っ
て
き
て
い
ま

す
。「

あ
り
た
い
未
来
の
創
造
」（
本
誌

１
５
１
号
）
を
掲
げ
て
「
一
般
社
団
法
人
麗

澤
校
友
会
」
が
誕
生
し
た
の
は
平
成
29
年
で

す
。
麗
澤
大
学
麗
澤
会
は
そ
の
活
性
化
と
若

手
メ
ン
バ
ー
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
難
し

い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
試
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ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
企
画
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
（
詳
細
は
19
ペ
ー
ジ
）。

ま
た
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
嬉
し
い

サ
プ
ラ
イ
ズ
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
麗
澤
大

学
学
生
部
の
立
ち
上
げ
で
す
（
詳
細
は
18

ペ
ー
ジ
）。
地
域
連
携
実
習
の
学
生
た
ち
が

そ
の
後
の
活
動
の
中
で
麗
澤
校
友
会
の
た
く

さ
ん
の
先
輩
た
ち
と
出
会
い
経
験
を
重
ね
て

麗
澤
の
も
つ
魅
力
に
気
づ
き
、「
学
生
部
」

立
ち
上
げ
に
至
り
ま
し
た
。
世
代
と
組
織
を

超
え
た
活
動
を
展
開
し
始
め
て
い
ま
す
。

　
麗
澤
校
友
会
は
昭
和
一
桁
か
ら
デ
ジ
タ
ル

ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
さ
れ
る
Ｚ
世
代
ま
で
び
っ
く

り
す
る
ほ
ど
多
様
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
求
め
る
も

の
や
つ
な
が
り
方
は
大
き
く
変
化
し
て
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
多
様
な
世
代
を
つ
な
ぐ
の
は

麗
澤
と
い
う
学
び
の
体
験
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
体
験
は
も
ち
ろ
ん
時
代
に
よ
っ

て
大
き
く
異
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体

験
を
語
る
「
今
」
は
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
主
体
的
に
語
り
あ
う
こ
と
で
個
人

の
「
思
い
出
」
は
「
私
た
ち
の
麗
澤
物
語
」

と
い
う
パ
ワ
フ
ル
な
集
団
的
記
憶
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
麗

澤
物
語
が
交
わ
り
未
来
を
拓
く
「
舞
台
」
と

「
つ
な
が
り
方
」
を
こ
れ
か
ら
も
模
索
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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進
化
す
る
麗
澤
大
学

～
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
な
大
学
へ
の
変
革
～

工
学
部
、経
営
学
部
を
新
設

５
学
部
体
制
へ

　
麗
澤
大
学
は
２
０
２
４
年
４
月
に
全
学
基
盤
教
育
で
あ
る
「
麗
澤
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

を
本
稼
働
す
る
と
と
も
に
、
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
人
材
の
育
成
に
対
応
す
る
工
学
部

と
経
営
学
部
を
新
設
し
、「
文
・
理
融
合
の
総
合
大
学
構
想
」
を
具
現
化
し
ま
す
。

教
育
改
革

　
さ
ら
に
２
０
２
４
年
度
本
格
稼

働
に
先
駆
け
、
２
０
２
２
年
度
４

月
か
ら
１
０
０
分
授
業
と
ク
ォ
ー

タ
ー
制
度
を
導
入
。
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
に
よ
る
教
育

手
法
の
構
造
改
革
を
行
う
こ
と

で
、
す
べ
て
の
学
生
が
主
体
的
な

学
修
に
よ
り
、
学
び
の
楽
し
さ
を

体
感
し
、
興
味
・
関
心
を
深
め
る

教
育
を
提
供
。

　
「
麗
澤
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
は
、

教
養
教
育
の
有
用
性
を
高
め
、
各

専
攻
分
野
の
専
門
教
育
を
学
ぶ
上

で
土
台
と
な
る
全
学
基
盤
教
育
を

さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
導
入
。
す
べ
て
の
学
生
が
学

び
の
楽
し
さ
を
体
感
し
、
興
味
・

関
心
を
深
め
、
価
値
を
創
造
し
、

こ
れ
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
実
践
す

る
姿
勢
を
身
に
つ
け
ま
す
。

〈 麗澤スタンダード 4 つの柱 科目概要 〉

知識と倫理観を併せ持つ
人になるための力を培う道徳教育科目

グローバル社会を生き抜
く力を培うグローバル教育科目

AI・デジタル社会を生き
抜く力を培うデータサイエンス教育科目

生涯学び続けるキャリア
力を培うキャリア教育科目

麗
澤
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

T O P I C S
麗澤大学
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工学的知識とリベラルアーツ的素養を併せ持つ
人材を育てる。また、データに基づく個別教育
を徹底し、社会課題を解決することができる人
材の育成を徹底する。

※工学部、経営学部は現在設置構想中

第 4 次産業の台頭や少子
高齢化社会において、社会・
ビジネス課題を解決する新
しいビジネスと企業価値を
創り出すことができる人材
を輩出。特に、日本初のファ
ミリービジネスに特化した
専攻を開設。

　
２
０
２
４
年
の
工
学
部
新
設
構

想
の
実
現
に
向
け
、
２
０
２
１
年

11
月
に
は
「
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
研
究

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
。
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
進
化
に
対
応
す
る
教
育
シ

ス
テ
ム
の
構
築
と
、
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ

ｈ
（
Ｅ
ｄ
：
教
育
、
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
：

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
研
究
を
推
進
す

る
研
究
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

新
学
部
設
置
構
想

● 工学部 

● 経営学部

　社会は今、混沌とした時代を切り開
く若い人材を求めています。社会か
ら求められる人材を育成できるよう、
「教育力の麗澤」を築くための全学基

盤教育である「麗澤スタンダード」を導入します。さら
に、工学的知識とリベラルアーツ的素養を併せ持つ人材
を育てる工学部、日本初のファミリービジネスに特化し
た専攻を開設する経営学部を2024年4月に新設すること
を構想しています。小規模である本学の強みを生かしな
がら、文・理融合の総合大学へと変わります。「小規模
にこだわる。国際性にこだわる。」本学は、変化を恐れ
ず進化する大学へと邁進していきます。

「 麗澤大学 未来構想 
～ニューノーマルな大学への変革～」

学長　徳永  澄憲（とくなが すみのり）

　基盤教育機構を立ち上げ、2024年度
の本格稼働を目指し全学共通科目を
「麗澤スタンダード科目」として体系
的に再整備しています。この麗澤スタ

ンダードを通じて、全ての学生が共通した知の基盤を身
につけることができるようになり、これを土台として専
門分野、将来の職業分野で多様に花が咲くよう教育内
容のさらなる充実を図ります。本学は2024年度には2学
部の新設を構想しており、毎年700名の卒業生を社会に
送りだすようになります。全学部の卒業生が社会を変え
る、日本を変えることのできる人材となるよう教職員一
同、今後とも精進して参ります。

「 全学共通教育の体系化 
『麗澤スタンダードについて』」

副学長（教育担当）　渡邊  信（わたなべ しん）

　EdTechは、AIやロボットを含んだ
デジタルテクノロジーを使って教育の
あり方を変えていく分野です。本学の

EdTech研究センターでは、テクノロジーを活用して、
大学入学から卒業までどれだけ個人が成長したのかデー
タを活用して可視化することで、社会で自分らしく活躍
するための可能性を最大化することができるのではと考
えています。そのために、大学生の学びを横断的に支援
できるシステムやアプリケーションを用いて、データ解
析と組み合わせ、学生のためになる教育を追求します。
学生が真に良い学びを得て、成長しキャリアを歩めるよ
うに愛のあるEdTechを作っていきます。

「EdTechの取り組みについて」
特任教授／EdTech研究センター長 

小塩 篤史（こしお あつし）
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日
本
初
！

T O P I C S
大学院

学
校
教
育
研
究
科
で

学
び
ま
せ
ん
か

道
徳
教
育
に
特
化
し
た
麗
澤
大
学
の
大
学
院

道
徳
教
育
専
攻 

修
士
課
程
募
集

　
日
本
で
初
め
て
「
道
徳
教
育
」
に
特
化
し
た
専
攻
を
持
つ
大
学
院
と
し
て
開
設
さ
れ

た
学
校
教
育
研
究
科
。

　
教
育
現
場
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、
道
徳
教
育
の
理
論
と
実
践
を
学
べ
る
大
学
院
と
し

て
も
貴
重
な
存
在
で
す
。
修
了
後
は
、
道
徳
教
育
の
専
門
家
と
し
て
学
校
現
場
や
学
界

で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
？

道
徳
教
育
の

専
門
家
と
し
て
活
躍
を

　
小
学
校
で
は
２
０
１
８
年
度（
平
成

30
年
度
）か
ら
、中
学
校
で
は
２
０
１
９

年
度（
平
成
31
・
令
和
元
年
度
）か
ら
、道

徳
が
教
科
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
よ
う
や
く
小
・
中
学
生
が
学
校
の
授

業
を
通
し
て
道
徳
を
学
習
で
き
る
環
境

が
整
備
さ
れ
た
の
で
す
。そ
れ
に
伴
い
、

ク
ラ
ス
担
任
の
教
員
が
道
徳
の
授
業
を

受
け
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。し
か

し
、ほ
と
ん
ど
の
教
員
は
、道
徳
を
ど
う

教
え
て
よ
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
教
員
自
ら
が
道
徳
に
つ
い
て
学

び
、
道
徳
教
育
の
専
門
家
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
教
員
が
道
徳
教
育

に
つ
い
て
専
門
的
・
体
系
的
に
学
べ
る

仕
組
み
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
麗
澤
大
学
で
は
、
２
０
１
８

年
度
（
平
成
30
年
度
）
に
学
校
教
員
を

対
象
に
し
た
道
徳
教
育
研
究
の
た
め
の

大
学
院
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
大
学
院
は
、
国
内
で
唯

一
、
麗
澤
大
学
に
の
み
存
在
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
関
東
圏
を
中
心
に
話
題
を
呼

①		

道
徳
教
育
及
び
道
徳
科
の
よ
り
よ
い
在
り
方
を
探
究
す
る
人
材

②		

道
徳
教
育
を
通
じ
て
学
校
の
教
育
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
人
材

③		

教
員
及
び
研
究
者
の
資
質
・
能
力
と
し
て
、	

自
己
の
品
性
や
道
徳
性
を
磨
き
続
け
る
人
材

学
校
教
育
研
究
科
の
め
ざ
す
人
間
像
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び
、
こ
れ
ま
で
に
23
名
の
教
員
が
入
学

し
、
本
格
的
な
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
現
場
の
教
員
の
み
な
ら
ず
、
校
長
な

ど
の
管
理
職
や
教
育
委
員
会
の
指
導
主

事
な
ど
も
多
数
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
院
で
は
、
道
徳
教
育
の
理
論
や

歴
史
か
ら
、
授
業
の
具
体
的
な
進
め
方

ま
で
、
幅
広
く
研
究
し
ま
す
。

　
修
了
す
る
と
、
修
士
号
（
教
育
学
）

が
授
与
さ
れ
、
道
徳
教
育
の
専
門
家
と

し
て
活
躍
の
道
が
開
か
れ
ま
す
。
実
際

に
修
了
生
た
ち
は
、
道
徳
教
育
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
教
育
界
や
学
界
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　
麗
澤
会
員
の
学
校
教
員
の
皆
さ
ん

も
、
ご
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
？
　
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈 主 な 教 員 〉

井
い で

出　元
はじめ

道徳教育特殊研究
（東洋の倫理思想）他

冨
とみおか

岡　栄
さかえ

道徳科教育法特殊演習
（道徳科の評価法）他

宮
みやした

下　和
かずひろ

大
道徳教育特殊研究

（東洋の倫理思想）

江
え し ま

島　顕
けんいち

一
道徳教育特殊研究

（日本の道徳教科書）他

鈴
す ず き

木　明
あ き お

雄
道徳教育法特殊演習

（学級・学校経営と道徳教育）他

広
ひろなか

中　忠
ただあき

昭
道徳教育演習

（小学校の道徳科）他

▼�

道
徳
に
関
す
る
文
献
が
そ
ろ
っ
た
図
書
館
、
親
切
丁
寧
な
職

員
、
理
論
と
実
践
の
両
輪
と
し
て
徳
を
も
っ
て
指
導
し
て
く
だ

さ
る
先
生
。
道
徳
を
極
め
る
環
境
が
そ
ろ
っ
た
大
学
院
で
す
。

▼�

そ
れ
ま
で
勘
や
経
験
で
培
っ
て
き
た
考
え
方
が
１
８
０
度
変
わ

り
ま
し
た
。

▼�

定
年
退
職
を
「
第
二
の
人
生
」
と
と
ら
え
、
本
大
学
院
を
選
び

ま
し
た
。
大
正
解
だ
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

修了生の声

【日程】8月21日（日）　9月4日（日）　12月11日（日）�
　　　　※すべて13時30分～14時30分
【申込方法】
　　　�麗澤大学大学院ホームページからお申し込みください�

https://gs.reitaku-u.ac.jp/admission/briefing.html
【問い合わせ先】
　　　�麗澤大学大学院事務室�

e-mail��daigakuin-ka@reitaku-u.ac.jp

オンライン説明会 開催しています

仕
事
と
学
び
の
両
立
を
サ
ポ
ー
ト

土
曜
と
長
期
休
暇
を
使
っ
て
履
修
で
き
ま
す

在
職
の
ま
ま
就
学
し
や
す
い
よ
う
土
曜
日
開
講
、
長
期
休
暇
中
の
集
中

講
義
で
修
了
可
能
で
す
。
長
期
履
修
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
３
年

ま
た
は
４
年
の
履
習
期
間
で
も
学
納
金
は
２
年
分
で
済
み
ま
す
。
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れ
い
こ
う
麗
澤
会
第
一
回
理
事
会

（
本
年
５
月
７
日
開
催
）
に
て
、
新
校

長
の
櫻
井
讓ゆ

ず
る

先
生
に
ご
挨
拶
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◇

　
本
年
４
月
か
ら
麗
澤
中
学
・
高
等
学

校
の
校
長
を
拝
命
し
た
櫻
井
讓
で
す
。

二
年
前
に
着
任
し
ま
し
た
が
、
か
つ
て

関
西
地
方
で
の
麗
澤
高
Ｏ
Ｂ
の
方
と
の

ご
縁
か
ら
、
麗
澤
中
学
校
開
設
の
お
手

伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
何
度
か
本

校
に
足
を
運
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
私
の
子
供
が
本

校
を
卒
業
し
て
お
り
ま
し
て
、
保
護
者

の
立
場
と
し
て
、
本
校
に
つ
い
て
よ
く

承
知
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
学
に
お
い
て
大
切
な
の
は
建
学
の

精
神
で
あ
り
、
保
護
者
、
生
徒
、
教
員

が
一
体
と
な
っ
て
そ
れ
を
実
践
し
て
い

く
。
そ
し
て
、
い
つ
母
校
に
戻
っ
て
き

て
も
、
そ
こ
に
教
え
て
く
れ
た
先
生
が

い
つ
も
い
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　
さ
ら
に
麗
澤
の
場
合
、
卒
業
生
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
充
実
し
て
お
り
、
本

校
に
対
し
て
物
心
両
面
で
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
、
ま
ず
は
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
麗
澤
の
発
展
の
た

め
に
、
微
力
な
が
ら
尽
く
し
て
い
く
所

存
で
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

文
教
大
学
付
属
中
学
・
高
等
学
校
に
約
30

年
間
、
そ
の
間
15
年
間
文
教
大
学
教
育

学
部
兼
任
講
師
と
し
て
小
中
高
の
教
員

養
成
に
関
わ
る
。
そ
の
後
、
約
10
年
間
管

理
職
と
し
て
新
規
関
西
大
学
初
等
部
・
中

等
部
・
高
等
部
12
年
一
貫
教
育
の
立
ち
上

げ
、
文
部
科
学
省
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

研
究
指
定
校
と
し
て
国
際
理
解
教
育
、
探

究
活
動
を
推
進
。
公
益
財
団
法
人
日
本
英

語
検
定
協
会
講
師
派
遣
制
度
講
師
と
し
て

全
国
市
町
村
・
県
教
育
委
員
会
で
の
講

義
、
講
演
。
一
般
財
団
法
人
語
学
教
育
研

究
所
理
事
・
事
業
部
長
と
し
て
英
語
教
員

研
修
会
の
運
営
・
企
画
を
担
当
。
著
書
に

は
『
教
師
の
た
め
の
模
範
説
話
選
集
』
第

一
法
規
（
共
著
）、『
マ
ン
デ
ー
ス
ク
ー

ル
』
読
売
新
聞
連
載
、『
ヴ
ィ
ス
タ
英
和

辞
典
』
三
省
堂
（
共
著
）
な
ど
多
数
。

麗
澤
高
校「
通
信
制
課
程
」が

四
月
よ
り
ス
タ
ー
ト

　
全
日
制
課
程
の
校
舎
か
ら
約
５
０
０

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
「
麗
澤
大
学
生
涯
教

育
プ
ラ
ザ
」
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
麗
澤

高
校
「
通
信
制
課
程
」
が
開
校
し
、
開

校
式
・
入
学
式
が
令
和
４
年
４
月
15
日

（
金
）
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

新
入
生
が
担
任
よ
り
紹
介
。
櫻
井
讓
校

長
よ
り
式
辞
が
贈
ら
れ
、
廣
池
幹
堂
理

事
長
（
32
高
）
よ
り
、
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
祝
辞
と
し
て
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
心
の
教
育
を
実
践
し
て
き
た
麗
澤
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
「
新
し
い
通
信
制
」

課
程
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
に
合

わ
せ
た
丁
寧
な
指
導
で
「
豊
か
な
心
」

と
「
高
い
知
性
」
を
育
み
ま
す
。
現

在
、
生
徒
数

は
24
名
。

　
山
本
崇
之

教
頭（
53
高
）

は
、「
本
校

で
は
、
生
徒

の
皆
さ
ん
へ

寄
り
添
い
サ

ポ
ー
ト
す
る

教
職
員
ス

タ
ッ
フ
、
充

実
し
た
設
備

と
緑
あ
ふ
れ

る
環
境
、
そ

し
て
、
創
立

以
来
培
っ
て

き
た
『
こ
こ

ろ
』
を
育
む

教
育
の
三
つ

が
一
体
と
な

り
、『
こ
の
学
校
に
来
て
よ
か
っ
た
』

『
心
身
と
も
に
成
長
で
き
た
』
と
心
底

実
感
で
き
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

「
麗
寮
」に
新
し
い

 

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

1
、 

寮
生
四
年
生
（
高
校
一
年
生
）
谷

川
研
修
旅
行

　
入
学
後
の
一
か
月
間
の
寮
生
活
の
の

ち
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
帰
省
前
の

４
月
末
に
一

泊
二
日
で
実

施
。
こ
れ
か

ら
三
年
間
を

共
に
過
ご
す

仲
間
と
谷
川

T O P I C S
麗澤中高

麗
澤
中
高
の
新
校
長
に

櫻
井
讓
先
生
が
就
任

開校式のテープカット

谷川麗澤館にて プラザホールでの入学式（4月15日）
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温
泉
（
廣
池
千
九
郎
谷
川
・
大
穴
記
念

館
）
を
訪
れ
、
創
立
者
の
想
い
、
寮
生

活
の
意
義
を
学
び
ま
し
た
。
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
同
級
生
の
絆
づ

く
り
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

２
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム

　
四
・
五
年

生
（
高
校

一
・
二
年

生
）
の
希
望

者
を
対
象

に
、
年
間
約

20
回
（
毎
回

90
分
）
開
催

予
定
。
卒
業

生
で
英
会
話

教
室
を
営
む
外
部
講
師
や
麗
澤
大
学
生

を
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
英
会
話
、
英

語
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
英
文
読
解
、
英
検

対
策
、
英
語
の
講
話
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。
す
で
に
数
回
行
い
ま
し
た
が
、
寮

生
活
を
共
に
す
る
生
徒
同
士
の
こ
と
、

男
女
間
も
打
ち
解
け
、
意
欲
的
に
参
加

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

３
、 

海
外
在
住
卒
寮
生
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　
海
外
で
活
躍
す
る
卒
寮
生
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
講
話
を
今
年
度
３
回
予
定
。

現
地
情
報
、
海
外
生
活
の
様
子
、
寮
生

活
が
今
の
自
分
に
ど
う
プ
ラ
ス
に
な
っ

て
い
る
の
か
、
在
寮
生
へ
の
激
励
を
話

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
も
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾
、
米
国
在
住
の
社
会

人
に
登
壇
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
５
年
度
も
開
催
予
定
で
す
の

で
、
海
外
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
参

加
い
た
だ
け
る
卒
寮
生
の
方
は
、

E-m
ail:adm

ission@
hs.reitaku.jp

に

「
寮
の
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

に
つ
い
て
」
と

記
載
の
上
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

南
柏
駅
東
口

⇔

麗
澤
幼
稚
園
・
麗
澤
中
高
前

直
行
バ
ス
路
線
が
開
設

　
本
年
４
月

１
日
（
金
）

よ
り
「
南
柏

駅
東
口
」
と

「
麗
澤
幼
稚

園
・
麗
澤
中

高
前
」
を
結

ぶ
直
行
路
線

バ
ス
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
南
柏
駅
と
本
校
間
を
ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
通
学
時
間
に
は
バ
ス
を
待

つ
長
い
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
直

行
便
の
運
行
に
よ
り
、
快
適
か
つ
安
全

に
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
バ
ス
は
ど
な
た
で
も
ご
利
用

で
き
ま
す
。

朝
の
直
行
便

�【
平
日
】��

7
時
20
分
～
8
時
16
分
の
間

に
9
本

�【
土
曜
】�

同
時
間
帯
に
8
本

夕
方
の
直
行
便

�【
平
日
】�

16
時
48
分
～
18
時
30
分
の
間

に
10
本

�【
土
曜
】��

17
時
7
分
～
18
時
20
分
の
間

に
3
本

インターナショナルタイムの様子

南柏駅「３番乗場」、系統番号南柏06
麗寮について

　令和３年度より、れいこう麗澤会の会長を拝命しました
白澤美幸（63高）です。会員の皆様をはじめ、母校や廣池
学園に関わられている方々の熱い心に触れるたびに、あら
ためて麗澤教育の素晴らしさを実感しております。
　現在、れいこう麗澤会理事会においては、本会を在校時
はもとより、卒業後においても社会貢献できる「場」とし
て位置づけ、門戸を広げております。実際、多世代の卒業
生が、母校支援や会員支援活動に従事しております。中
学、高校、さら
に通信制の在籍
生を含めた会員
の皆様に少しで
もお力添えでき
ますよう、運営
させていただく
所存です。

南柏駅
東口

常磐線
至
北
小
金

至
柏

キ
ュ
ア
・
ラ フィールズ

南柏
３番乗場

令和３年10月、麗澤校友会の松浪進
会長より委嘱状が授与されました

れいこう麗澤会の新会長・白澤美幸より
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T O P I C S
瑞浪中高

校
長
　
藤
田
　
知
則

人
の
つ
な
が
り
が

人
生
を
豊
か
に
す
る

～
出
会
い
を
演
出
し
、繋
が
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
～

　
麗
澤
瑞
浪
の
存
在
意
義
と
は
何
か
。

モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
基
づ
く
「
心
の
教
育
」

の
展
開
が
本
校
の
真
髄
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
く
、
今
後
も
重
視
す
べ
き

点
で
あ
る
。
こ
こ
が
無
く
な
れ
ば
、
も

は
や
麗
澤
教
育
を
担
う
学
校
で
は
な
く

な
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
確
固
た
る
理
念
が

存
在
す
る
と
こ
ろ
ほ
ど
、「
似
た
者
同

士
」
が
集
ま
る
傾
向
が
強
く
、
時
と
し

て
、「
似
て
い
な
い
も
の
」
へ
の
潜
在

的
・
顕
在
的
な
排
除
に
つ
な
が
る
危
険

性
が
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し

て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
麗
澤
瑞

浪
が
も
う
一
段
高
い
レ
ベ
ル
へ
と
発
展

す
る
た
め
に
は
、「
異
質
な
他
者
と
も

う
ま
く
関
係
を
取
り
結
び
、
自
分
な
り

の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
」
が
で

き
る
生
徒
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
今

後
も
多
様
な
背
景
を
持
つ
寮
生
募
集
、

留
学
生
の
受
け
入
れ
に
力
を
注
い
で
い

く
。

　
加
え
て
、
本
校
が
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
探
究
学
習
を

通
し
て
、
よ
り
多
く
の
社
会
人
の
方
々

に
教
育
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
あ

る
。
現
代
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ス

マ
ホ
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、「
自
分
」

の
た
め
に
選
別
さ
れ
た
情
報
に
囲
ま
れ

た
暮
ら
し
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
新
し

い
価
値
観
や
世
界
を
知
る
た
め
に
は
、

他
者
の
異
質
な
価
値
観
に
触
れ
る
経
験

が
必
要
と
な
る
。
多
様
な
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
、
人
と
の
対
話
を

通
し
て
自
分
の
視
野
を
更
新
す
る
こ
と

が
で
き
な
け
れ
ば
、
世
界
の
安
心
、
平

和
、
幸
福
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　
い
つ
の
時
代
で
あ
っ
て
も
、
人
と
の

つ
な
が
り
が
人
生
を
豊
か
に
す
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
。
人
間
関
係
の
基
礎

を
育
む
「
心
の
教
育
」
は
欠
く
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

教
頭
　
松
本
兼
太
朗

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
の

麗
澤
教
育

　
21
世
紀
は
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（
変
動
性
・
不

確
実
性
・
複

雑
性
・
曖
昧

性
）
の
時
代

と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
小

学
生
の
過
半

数
が
、
今
は

存
在
し
な
い
職
業
に
就
く
と
言
わ
れ
て

い
る
現
代
社
会
で
は
、
周
り
の
大
人
が

子
ど
も
た
ち
の
成
功
モ
デ
ル
と
な
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
に
は
、「
非
日
常
的

な
」
環
境
で
「
一
見
す
る
と
効
率
の
悪

い
」
や
り
方
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち

が
自
ら
の
意
思
で
挑
戦
し
、
失
敗
や
不

具
合
を
通
じ
て
学
ん
で
い
く
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
校
で
は
、
生
徒
た
ち
が
21
世
紀
を

よ
り
良
く
生
き
ら
れ
る
資
質
を
育
む
こ

と
を
目
的
に
、
多
様
な
人
た
ち
と
関
わ

り
合
い
な
が
ら
、
社
会
的
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
た
探
究
学
習

の
機
会
を
数
多
く
設
け
て
い
ま
す
。

探
究
学
習
の
深
化

Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ
ｕ
ｐ
①

　
１
つ
目
は
探
究
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｎ
』
で
す
。
外
部
企
業

と
の
コ
ラ
ボ
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
目

的
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
手
法
は
探
究
学

習
と
い
う
よ
り
実
践
的
な
取
り
組
み
で

す
。
世
界
で
活
躍
す
る
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
が
講
師
と
し
て
講
義
か
ら
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
ま
で
全
て
を
担
当
、
生
徒
に

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
与
え
、
予
測
不
能
な
時

代
だ
か
ら
こ
そ
『
創
造
』
す
る
大
切
さ

を
知
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
方
法
を
学

ぶ
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
講
師
の
職

業
は
医
師
、
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
、
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
映
像
ク
リ
エ
ー
タ
ー

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
生
徒
は
世
界
で

活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
力
が
ど
ん
な

こ
と
な
の
か
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
２
つ
目
は
週
休
２
日
と
な
っ
た
麗
澤

瑞
浪
の
土
曜
日
を
課
外
活
動
日
と
し
て

有
効
活
用
す
る
Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ�

Ｓ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｄ
ａ
ｙ
。
こ
ち
ら
は
興
味

を
持
っ
た
生
徒
が
希
望
し
、
モ
デ
ル
ロ

ケ
ッ
ト
制
作
や
ド
ロ
ー
ン
実
証
、
地
方

創
生
を
考
え
る
考
働
学
、
防
災
リ
ー

ダ
ー
講
座
な
ど
対
外
的
に
活
動
し
て
い

る
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
学
び
と

社
会
を
繋
げ
る
取
り
組
み
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

河
村
　
俊
輔
（
令
和
3
年
度
卒
業
・
大
阪
大
学
）

麗
澤
瑞
浪
は
通
学
制
を

導
入
し
て
26
年
の
今
も
、

全
校
生
徒
の
半
数
が
寮
生

『
麗
澤
瑞
浪
に
学
ん
で
』

Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ
ｕ
ｐ
②

　
私
は
６
年

生
の
初
め

に
、
１
年
間

の
目
標
を
定

め
ま
し
た
。

「
感
謝
・
謙

虚
・
凡
事
徹
底
」
で
す
。
こ
の
３
つ
の

こ
と
は
私
が
麗
澤
瑞
浪
で
学
ん
で
き
た

多
く
の
こ
と
の
中
で
最
も
大
切
で
あ
る

と
感
じ
た
と
同
時
に
、
私
が
こ
の
６
年

間
で
最
も
成
長
で
き
た
こ
と
だ
と
思
っ

松本教頭

　
令
和
２
年
、
麗
澤
瑞
浪
は
創
立
60
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
新
ビ
ジ
ョ
ン
を

発
表
、「
不
易
流
行
」
の
精
神
の
も
と
藤
田
知
則
校
長
を
中
心
に
学
校
改
革

に
取
り
組
み
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
麗
澤
教
育
の
根
幹
で
あ
る
感
化
教
育
の
場
で
あ
る
「
寮
教
育
」
を
守
り
な

が
ら
、
道
徳
教
育
を
土
台
と
し
て
、
社
会
に
益
す
る
人
材
を
輩
出
す
る
べ
く

様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
様
子
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

10R E I T A K U  N o . 1 5 5

220701_REITAKU_02-.indd   10220701_REITAKU_02-.indd   10 2022/06/13   18:262022/06/13   18:26



河
村
　
俊
輔
（
令
和
3
年
度
卒
業
・
大
阪
大
学
）

麗
澤
瑞
浪
は
通
学
制
を

導
入
し
て
26
年
の
今
も
、

全
校
生
徒
の
半
数
が
寮
生

『
麗
澤
瑞
浪
に
学
ん
で
』

Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ
ｕ
ｐ
②

　
私
は
６
年

生
の
初
め

に
、
１
年
間

の
目
標
を
定

め
ま
し
た
。

「
感
謝
・
謙

虚
・
凡
事
徹
底
」
で
す
。
こ
の
３
つ
の

こ
と
は
私
が
麗
澤
瑞
浪
で
学
ん
で
き
た

多
く
の
こ
と
の
中
で
最
も
大
切
で
あ
る

と
感
じ
た
と
同
時
に
、
私
が
こ
の
６
年

間
で
最
も
成
長
で
き
た
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
私
が
個
人
的
に
、
麗
澤
教
育
で
大
切

に
さ
れ
て
い
る
精
神
の
中
で
も
最
も
大

き
な
も
の
だ
と
思
う
の
は
感
謝
で
す
。

こ
の
６
年
間
で
何
事
に
も
心
か
ら
感
謝

し
、
そ
し
て
そ
の
感
謝
の
思
い
を
「
あ

り
が
と
う
」
と
口
に
し
た
り
行
動
に
移

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ

て
毎
日
昼
休
み
に
各
教
室
の
窓
を
換
気

し
に
来
て
く
だ
さ
る
先
生
や
、
毎
晩
学

校
中
を
消
毒
し
て
回
る
先
生
の
姿
を
見

て
、
校
内
ク
ラ
ス
タ
ー
が
起
き
て
い
な

い
の
は
先
生
方
が
陰
で
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
お
か
げ
で
あ
る
と
知
っ
た

よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ

て
生
き
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
周
り
の
家
族

や
友
人
、
先
生
方
だ
け
で
な
く
、
私
を

大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
麗
澤
瑞

浪
、
そ
し
て
麗
澤
瑞
浪
を
支
え
て
く
れ

る
た
く
さ
ん
の
つ
な
が
り
に
対
す
る
感

謝
の
心
を
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
忘
れ

ず
に
い
た
い
で
す
。

　
謙
虚
で
い
る
こ
と
も
、
感
謝
に
付
随

し
て
学
び
ま
し
た
。
麗
澤
教
育
の
精
神

の
中
に
、「
自
己
反
省
」
が
あ
り
ま
す

が
、
何
事
も
自
分
を
内
省
し
そ
れ
に

伴
っ
て
感
謝
の
心
を
持
て
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
中
学
生
の
頃
は
嫌
な
こ
と

や
辛
い
こ
と
が
多
く
あ
り
、
そ
の
不

平
、
不
満
を
外
に
向
け
る
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
し
た
が
、
麗
澤
で
学
び
を
得
る

に
つ
れ
て
自
己
を
顧
み
る
よ
う
に
な

り
、
今
で
は
か
つ
て
あ
っ
た
ど
ん
な
辛

い
嫌
な
こ
と
に
も
、
自
分
を
成
長
さ
せ

て
く
れ
た
糧
と
し
て
感
謝
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
凡
事
徹
底
の
精
神
は
主
に

寮
生
活
の
中
で
学
び
ま
し
た
。
寮
の
先

輩
方
の
姿
を
見
て
ま
ず
感
じ
た
こ
と
は

率
先
垂
範
の
精
神
で
し
た
。
先
輩
方
は

か
つ
て
私
が
描
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
の

よ
う
に
後
輩
に
無
意
味
な
雑
務
を
や
ら

せ
る
よ
う
な
こ
と
は
一
切
な
く
、
た
だ

や
る
べ
き
こ
と
を
実
直
に
こ
な
し
、
そ

れ
を
私
た
ち
に
姿
で
示
し
て
く
だ
さ
り

ま
し
た
。
私
は
そ
の
姿
に
感
銘
を
覚

え
、
自
分
も
上
の
立
場
に
な
っ
た
ら
姿

で
示
す
人
に
な
り
た
い
と
強
く
思
い
ま

し
た
。
そ
し
て
実
際
に
、
６
年
間
の
中

で
私
は
寮
役
員
や
級
長
な
ど
様
々
な

リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
経
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
立
場
だ

か
ら
こ
そ
口
だ
け
で
な
く
、
凡
事
徹
底

の
精
神
で
姿
で
示
す
こ
と
を
常
に
意
識

し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
６
年
間
で
、
私
は
本
当
に
多
く

の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
学
び
を
与
え
て
く
れ
た
麗

澤
瑞
浪
に
対
す
る
感
謝
の
心
は
ず
っ
と

忘
れ
ず
に
、
そ
し
て
「
感
謝
・
謙
虚
・

凡
事
徹
底
」
の
３
つ
の
精
神
も
ず
っ
と

絶
や
さ
ず
に
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

麗
澤
瑞
浪
へ
の
報
恩
の
た
め
に
も
、
こ

の
３
つ
の
精
神
で
社
会
に
貢
献
し
、
社

会
で
活
躍
し
て
い
き
た
い
で
す
。

み
ず
こ
う
麗
澤
会

広
報
委
員
会 

発
足
！

　
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染

拡
大
か
ら
約

２
年
、
み
ず

こ
う
麗
澤
会

の
同
窓
会
も

一
度
も
行
わ

れ
る
こ
と
な
く
令
和
３
年
度
を
迎
え
ま

し
た
。
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
時
代
と
な

り
、
気
を
つ
け
な
が
ら
も
会
合
な
ど
を

開
催
し
て
い
く
流
れ
と
な
っ
て
く
る
中

で
、
み
ず
こ
う
麗
澤
会
と
し
て
も
発
信

型
の
情
報
ツ
ー
ル
を
構
築
し
て
、
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
の
つ
な
が
り
を
再
確
認
し
て
も
ら

え
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
み
ず
こ
う
麗
澤
会�

副
会
長�

伊
藤
敏

大
さ
ん
（
54
瑞
）
を
広
報
委
員
長
と
し

て
、
30
代
・
40
代
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
メ

ン
バ
ー
が
コ
ン
テ
ン
ツ
や
企
画
を
準
備

し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ

い
！

文武両道！部活動も頑張っています！

河村 俊輔さん

伊藤 敏夫さん

【テニス部】
　・令和３年度　全国私学大会　男子団体　優勝
　・令和３年度　全国選抜テニス　男子団体　ベスト16
　・�令和４年度　ＩＨ�県予選�

男子団体　優勝�
　　　シングルス（岩井雄大）・�
　　　ダブルス（岩井・森島哲太組）　優勝�
女子　シングルス（山田奈々）　優勝

【ゴルフ部】
　・�令和３年度　全国高校ゴルフ選手権　男女出場
　・�令和４年度　�中部�女子アマ選手権�

�神谷そら（令和３年度卒）優勝�
神谷もも　準優勝

【陸上部】
　・�令和３年度　ＪＯＣ　�Ｕ16　1000ｍ（渡邊颯汰）　出場�

Ｕ18　800ｍ（後藤遼河）　出場
　・�令和３年度　男子都道府県駅伝
　　　　　　　　　　中学区間（渡邊颯汰）　代表
　・�令和４年度　ＩＨ県予選　4×100ｍリレー　準優勝
【野球部】
　・�令和３年度　東濃地区新人戦　準優勝
【弓道部】
　・�令和４年度　ＩＨ県予選　女子個人（西村美沙樹）　４位入賞
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廣
池
幹
堂
名
誉
会
長 

旭
日
中
綬
章
を
受
章

　
令
和
４
年
４
月
29
日
付
で
、
内
閣
府
よ
り
春
の
叙
勲
者
４
０
３
４
人
が
発
表
さ
れ
、
廣
池
幹
堂
名
誉
会

長
（
学
校
法
人
廣
池
学
園
理
事
長
、
公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
道
徳
教
育
財
団
理
事
長
）
は
、
長
年
に

わ
た
る
私
学
振
興
へ
の
功
労
が
認
め
ら
れ
、「
旭
日
中
綬
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
章
を
受
け
、
5
月
28
日
、
竹
政
幸

雄
廣
池
学
園
常
務
理
事
と
井
上
和
行
モ
ラ
ロ

ジ
ー
道
徳
教
育
財
団
常
務
理
事
が
発
起
人
と

な
り
、「
廣
池
幹
堂
理
事
長
叙
勲
受
章
を
祝
う

会
」
を
開
催
。
会
場
と
な
っ
た
廣
池
学
園
貴
賓

館
に
学
園
・
財
団
両
法
人
の
役
員
や
来
賓
を
お

迎
え
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
発
起
人
を
代
表
し
て
竹
政
常
務
理
事

が
挨
拶
し
た
後
、
廣
池
名
誉
会
長
ご
夫
妻
に
記

念
品
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
廣
池
名
誉
会
長
か
ら
の
ご
挨
拶
に
続
い
て
、

来
賓
の
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
た
後
、
祝
電
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
内
で
は
麗
澤
中
高
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
も
行
わ
れ
、
厳
か
な
空
気
と
和
や
か
な
雰
囲

気
が
調
和
す
る
祝
い
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
廣
池
名
誉
会
長
は
、
平
成
26
年
11
月
3
日
の

藍
綬
褒
章
受
章
に
続
き
、
二
度
目
の
受
章
と
な

り
ま
し
た
。　旭日章は、社会のさまざまな

分野において顕著な功績を挙げ
た方に、天皇陛下から授与され
る勲章です。学校教育または社
会教育の振興に寄与した方のほ
か、地方自治法で定める指定都
市の市長の職にあって顕著な功
績のあった方や弁護士、公認会
計士、弁理士等の業務に従事し、
公益に寄与した方などに授与さ
れます。

旭日章とは

廣池名誉会長ご夫婦

旭日中綬章と勲記
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麗
澤
幼
稚
園
で
は
、
令
和
4
年
4
月
竣
工
予
定

で
進
め
て
い
た
新
園
舎
子
育
て
の
森
「
ど
ん
ぐ

り
」
が
竣
工
し
、
4
月
21
日
（
木
）
に
竣
工
式

を
執
り
行
い
ま
し
た
。「
子
育
て
の
森
『
ど
ん
ぐ

り
』」
は
、
幼
稚
園
選
び
の
低
年
齢
化
や
就
労
さ

れ
る
保
護
者
の
方
々
の
割
合
が
多
く
な
っ
た
こ
と

に
伴
う
、
満
３
歳
児
を
含
め
た
２
歳
児
の
受
け
入

れ
や
、
預
か
り
保
育
の
充
実
に
対
応
す
る
た
め
の

施
設
と
な
り
ま
す
。

　
「
子
育
て
の
森
ど
ん
ぐ
り
」
と
い
う
名
前
は
、

ど
ん
ぐ
り
の
よ
う
に
小
さ
な
子
供
た
ち
か
ら
、
パ

パ
・
マ
マ
子
育
て
世
代
の
方
々
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
様
々
な
世
代
の
方
々

が
、
子
育
て
を
通
じ
て
集
ま
り
、
賑
や
か
で
豊
か

な
森
と
な
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
命
名
い

た
し
ま
し
た
。

　
「
新
園
舎
ど
ん
ぐ
り
」
で
は
、
現
在
、
本
園
で

行
っ
て
い
る
未
就
園
児
対
象
の
「
う
さ
ぎ
ル
ー

ム
」
や
「
満
３
歳
児
保
育
」
を
実
施
す
る
保
育
室

3
部
屋
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
ん
ぐ

り
内
に
は
子
育
て
支
援
の
た
め
の
ホ
ー
ル
も
整
備

し
、
満
3
歳
児
の
遊
戯
室
と
し
て
の
利
用
だ
け
で

な
く
、
近
年
保
護
者
の
方
々
か
ら
要
望
が
高
ま
っ

て
い
る
「
預
か
り
保
育
」
を
よ
り
広
い
ス
ペ
ー
ス

で
実
施
で
き
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

　
ど
ん
ぐ
り
南
側
に
は
未
就
園
児
用
の
園
庭
も
整

備
し
、
子
供
た
ち
が
思
い
っ
き
り
遊
べ
る
空
間
と

な
り
ま
し
た
。
北
側
に
あ
る
子
育
て
支
援
ホ
ー
ル

前
に
は
廣
池
学
園
の
広
大
な
芝
生
広
場
が
広
が

り
、
中
央
広
場
が
一
望
で
き
ま
す
。

　
幼
児
教
育
を
行
う
う
え
で
、
優
れ
た
環
境
を
整

え
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。
今
回
、「
新
園

舎
ど
ん
ぐ
り
」
を
含
め
た
広
い
空
間
が
準
備
で
き

た
こ
と
で
活
動
の
幅
も
広
が
り
、
よ
り
発
達
に
即

し
た
保
育
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
子
供
た
ち
が
初

め
て
経
験
す
る
集
団
生
活
の
場
所
と
し
て
、
伸
び

伸
び
と
遊
べ
る
環
境
を
準
備
し
、
健
や
か
な
成
長

の
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
子
育
て
支
援
を
継
続
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
園
舎
子
育
て
の
森

ど
ん
ぐ
り
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麗
澤
大
学
が
千
葉
県
東
葛
地
域
に
主
に
拠
点
を
置
く
ラ
グ

ビ
ー
チ
ー
ム
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
リ
ー
ン
ロ
ケ
ッ
ツ
東
葛
」
の
ホ
ス

ト
ゲ
ー
ム
に
協
賛
し
、
令
和
４
年
５
月
１
日
（
日
）
に
柏
の

葉
公
園
総
合
競
技
場
で
冠
試
合
「
Ｒ
ｅ
ｉ
ｔ
ａ
ｋ
ｕ�

Ｓ
ｐ

ｅ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ�

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ�

Ｄ
ａ
ｙ
」
と
し
て
開
催
し
、
当

日
は
経
済
学
部
経
営
学
科
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻
の
学

生
・
教
員
が
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト
を
立
案
し
、
運
営
を

し
ま
し
た
。

　
本
冠
試
合
は
、
一
般
社
団
法
人
麗
澤
校
友
会
が
マ
ッ
チ

デ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
り
、
冠
呼
称
権
を
得
た
こ
と
で
実
施

が
決
定
。
当
日
は
、
麗
澤
大
学
、
麗
澤
中
学
・
高
等
学
校
、

麗
澤
幼
稚
園
も
参
加
し
一
丸
と
な
り
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
当
日
ス
タ
ジ
ア
ム
に
詰
め
か
け
た
４
０
０
０
名
余
の
お

客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
を
立
案
・
運
営
す
る
経
験

を
し
、
学
生
た
ち
は
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
で
約

３
ヶ
月
間
に
わ
た
り
準
備
を
し
て
き
た
こ
と
を
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
の
現
場
で
調
整
、
実
践
し
、
各
企
画
で
お
客
様
に

直
接
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
す
る
と
い
う
貴
重
な
実
学
を
通
じ

て
、
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
る
職
業
に
就
き
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
よ
り
一
層
増
し
ま
し
た
。

　
大
学
か
ら
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
リ
ー
ン
ロ
ケ
ッ
ツ
東
葛
や
本
学
に

関
す
る
ク
イ
ズ
に
解
答
し
、
全
問
正
解
し
た
方
の
中
か
ら
抽

選
で
選
手
の
直
筆
サ
イ
ン
入
り
グ
ッ
ズ
が
当
た
る
ク
イ
ズ
企

画
や
、
試
合
前
の
ピ
ッ
チ
で
行
う
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ラ

グ
ビ
ー
体
験
教
室
、
選
手
の
等
身
大
パ
ネ
ル
と
写
真
撮
影
が

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
入

り
口
で
は
麗
澤
大
学
×
グ
リ
ー
ン
ロ
ケ
ッ
ツ
東
葛
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
３
０
０
０
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
チ
ラ
シ
、
ハ
リ
セ
ン
、
コ
ラ
ボ
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
で
配
布
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

Reitaku Special Green Day
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や
、
会
場
で
放
映
さ
れ
る
Ｃ
Ｍ
も
学
生
が
考
案
し
デ
ザ
イ
ン

や
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
麗
澤
中
学
・
高
等
学
校
か
ら
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
研
究
会
（
全
国

大
会
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
探
究
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
２
０
２
１
」
で
２
年

連
続
受
賞
）
が
ブ
ー
ス
出
展
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
！
　
残
念
な
が
ら
途
中
か
ら
雨
が
降
り
、
寒
い
１
日
と
な

り
ま
し
た
が
多
く
の
方
が
中
高
の
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
中
高
の
ブ
ー
ス
で
は
①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
研
究
会
の
活

動
の
様
子
を
生
徒
に
よ
る
パ
ネ
ル
で
紹
介
、
②
ラ
グ
ビ
ー
部

の
生
活
の
様
子
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
　
な
ど
行
い
ま
し
た
。

　
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
研
究
会
は
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
！
　
引
き
続
き
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

　
麗
澤
幼
稚
園
か
ら
は
チ
ア
ダ
ン
ス
教
室
の
園
児
が
選
手
入

場
前
に
チ
ア
ダ
ン
ス
を
披
露
し
選
手
を
応
援
し
ま
し
た
。
ま

た
、
選
手
入
場
の
際
に
は
チ
ア
ダ
ン
ス
教
室
の
園
児
と
一
緒

に
ラ
グ
ビ
ー
教
室
在
籍
の
園
児
が
花
道
を
作
り
、
元
気
に
選

手
を
送
り
だ
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
見
渡
す
限
り
の
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
詰
め
か
け

た
沢
山
の
お
客
さ
ん
、
目
の
前
で
見
る
ラ
グ
ビ
ー
選
手
の
大

き
さ
、
チ
ア
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
ス
パ
ー
ク
ル
ズ
の
お
兄
さ
ん
お

姉
さ
ん
た
ち
の
見
事
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
子
供
た
ち
も
大

喜
び
で
し
た
。

　
大
観
衆
の
中
で
緊
張
し
な
が
ら
も
、
堂
々
と
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
て
会
場
を
盛
り
上
げ
た
園
児
た
ち
。
ま
た
と
な
い

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
麗
澤
幼
稚
園
の

卒
園
児
か
ら
将
来
の
ラ
グ
ビ
ー
選
手
や
チ
ア
ダ
ン
ス
で
活
躍

す
る
お
友
達
が
出
て
く
る
か
な
？
　
沢
山
の
経
験
を
経
て
、

楽
し
か
っ
た
思
い
出
が
ま
た
一
つ
増
え
た
子
供
た
ち
で
し

た
。
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い
つ
も
陸
上
競
技
部
を
応
援
し
て

頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
今
回
は
、
箱
根
駅
伝
予
選
会
を
前

に
、
皆
様
に
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
た

い
こ
と
が
二
点
あ

り
ま
す
。
一
点
目

は
、
二
月
に
完
成

し
た
新
し
い
陸
上

競
技
部
合
宿
所
で

す
。
三
棟
あ
る
大

学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ド
ミ
ト
リ
ー
の
一

棟
を
合
宿
所
と
し
て
大
幅
に
改
装
し

て
頂
き
ま
し
た
。
新
し
い
合
宿
所
の

目
玉
は
「
お
風
呂
」
で
す
。
今
ま
で

は
練
習
が
終
わ
る
と
四
十
人
の
部
員

が
、
七
台
の
シ
ャ
ワ
ー
と
六
人
入
る

の
が
や
っ
と
の
浴
槽
に
、
大
行
列
を

作
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
シ
ャ
ワ
ー

の
数
を
二
倍
、
浴
槽
は
十
倍
程
の
大

き
さ
に
し
て
頂
き
、
毎
日
の
練
習
の

疲
れ
を
ス
ト
レ
ス
な
く
癒
や
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
点
目
は
、
ケ
ニ
ア
人
留
学
生
デ

イ
ビ
ッ
ド
君
で
す
。
初
め
て
留
学
生

を
迎
え
入
れ
る
に
あ
た
り
、
不
安
な

面
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
デ
イ
ビ
ッ

ド
君
が
明
る
く
前
向
き
な
性
格
で
部

員
と
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
毎
日
笑

顔
で
合
宿
所
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
ん
な
彼
で
す
が
、
練
習
の
と

き
に
見
せ
る
顔
は
全
く
別
人
で
、
そ

の
集
中
力
は
見
て
い
て
感
心
し
ま

す
。こ
う
い
っ
た
メ
リ
ハ
リ
が
、チ
ー

ム
に
も
い
い
刺
激
に
な
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
期
待
を
し
て
お
り
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
、
箱
根
駅
伝
の
常
連
校

を
目
指
し
精
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
応
援
の
程
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

�

麗
澤
大
学
陸
上
競
技
部
監
督

�

山
川
　
達
也

本
戦
出
場
に
挑
む
！

本
戦
出
場
に
挑
む
！

箱
根
駅
伝

学年 名前 出身地 出身高校
4 宇都木　秀太 愛知 岡崎西
4 金澤　稜己 愛知 中部大第一
4 工藤　郁也 大分 鶴崎工業
4 清水　佑輔 岡山 岡山商科
4 髙木　大誠 愛知 愛知黎明
4 松本　開渡 愛知 愛知黎明
4 松元　響 愛知 愛知黎明
4 本藏　駿 鹿児島 鶴翔
4 山口　祐司 福井 啓新
3 大澤　巧使 静岡 島田
3 大橋　陸 (主務 ) 神奈川 駒澤大学高校
3 奥田　捺暉 島根 明誠
3 小倉　聖海 新潟 八海
3 神之田　真紘 鹿児島 鶴翔
3 鴨志田　遼太郎 千葉 八千代松陰
3 今野　元揮 宮城 東北
3 今野　純 (主将 ) 宮城 東北
3 宮本　大也 愛媛 宇和島東
3 若田　宗一郎 栃木 文星芸術大学附
2 牛ノ濱　翔汰 鹿児島 鶴翔
2 大里　昌真 佐賀 純真
2 工藤　大和 (副主将 ) 千葉 八千代松陰
2 小林　丈留 (副主将 ) 三重 四日市工業
2 坂本　優騎 富山 高岡商業
2 鈴木　康也 千葉 拓大紅陵
2 鈴木　龍星 宮城 東北
2 中野　貴誉 鹿児島 鶴翔
2 廣瀬　啓伍 福井 美方
2 二川　健伸 茨城 水戸葵陵
1 東　晃成 福井 美方
1 大塚　亮之介 千葉 市立船橋
1 神之田　大翼 鹿児島 鶴翔
1 小松　太洋 山形 東海大山形
1 小宮　尚栄 長崎 瓊浦
1 榊原　巧 宮城 東北
1 砂場　育夢 岐阜 益田清風
1 関　優樹 大分 鶴崎工業
1 鳥飼　智也 千葉 拓大紅陵
1 福井　康生 愛知 豊明
1 水上　流輝亜 福井 敦賀気比
1 若井　涼 東京 拓大第一

1 デイビッド　シュン
ゲヤ　ネイヤイ ケニア

4 征矢　一葉 茨城 日立第二
2 大羽　萌 千葉 流経大柏
1 伊藤　玲奈 山形 小国

監督　山川　達也
コーチ　原塚　大貴

陸上競技部　名簿
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日　時 　2022年 9月 24日（土）15:00 ～ 18:00（14：30受付開始）
会　場 　キャンパスプラザ会員会館（千葉県柏市）
内　容 　�屋外会場にて皆とつながるアクティビティーやゲームをしながら�

BBQを楽しむイベントです。

会　費 　�25 歳以下の卒業生　無料�
それ以外の卒業生は 3,000 円�
＊同伴のお子さまは小学生以下無料、中高生 1,000 円

申　込 　https://forms.gle/6kHADXe8VEUDiJoA6
問合先 　reitakubbq@reitaku-u.ac.jp
締　切 　第 1次締切　8月 20日（土）

Reitaku Welcome Back BBQ 2022

・�新型コロナウイルス等感染予防・拡散防止対策へのご理解とご協力をお願いいたしま
す。今後の政府発表や社会情勢を踏まえ内容を変更する場合は、お申し込みいただい
た方に個別にご連絡させていただきます。

「れいたく」の卒業生・現役大学生が世代を超えてつながり交流する機会です。
会場は恩師、仲間たちとの「おかえり」と「ただいま」でいっぱいになります！

社会で活躍する先輩方から羽ばたいたばかりの新社会人の皆さん、
そして現役大学生が世代を超えて「れいたく」でつながる一体感をともに味わいませんか？

25歳以下の方は無料でご招待します。

3 年ぶりの“おかえりなさい”！

のご案内

▼お申し込み
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り
、
ま
た
、
柏
市
は

人
口
減
少
に
よ
る
空
き

地
や
空
き
家
の
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
１
．「
カ
シ
ニ
ワ
」
と

い
う
制
度
を
活
用
し
て
麗
澤
大

学
を
中
心
に
地
域
の
方
々
（
特
に
子
供
た

ち
）
と
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
。
２
．

柏
市
の
抱
え
る
問
題
を
広
く
知
っ
て
も
ら

い
、
学
生
を
中
心
に
そ
の
課
題
解
決
の
方

法
を
見
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
柏
市

内
に
住
む
子
供
た
ち
と
そ
の
ご
家
族
、
麗

澤
大
学
学
生
を
始
め
と
し
た
中
高
・
幼
稚

園
児
を
含
め
た
在
学
生
・
園
児
と
近
隣
に

お
住
ま
い
の
方
々
を
対
象
に
、
麗
澤
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
、
ま
た
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
柏

様
ほ
か
を
舞
台
に
次
の
こ
と
を
考
え
ま
し

た
。植

物
を
植
え
て
終
わ
り
で
は
な
く
て
そ

こ
か
ら
何
か
考
え
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た

り
、
手
元
に
残
っ
た
り
す
る
よ
う
な
形
、

思
い
出
と
し
て
印
象
深
い
も
の
を
作
る
。

１
．
植
物
栽
培
→
押
し
花
や
ポ
プ
リ
と

い
っ
た
そ
の
花
を
活
用
し
た
企
画

２
．
野
菜
を
栽
培
→
食
べ
て
感
じ
て
も
ら

う
（
収
穫
ま
で
の
一
連
の
作
業
が
長

い
た
め
、
麗
澤
幼
稚
園
な
ど
を
対
象

に
想
定
）

３
．
街
路
樹
な
ど
の
管
理
（
こ
れ
が
カ
シ

ニ
ワ
の
対
象
な
の
か
要
確
認
）

こ
の
企
画
が
、
カ
シ
ニ
ワ
制
度
に
登
録

を
し
て
い
る
本
学
の
関
連
団
体
で
あ
る
公

益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
道
徳
教
育
財
団

が
主
催
し
、
５
月
14
日
、
19
日
、
21
日

に
行
わ
れ
た
「〈
カ
シ
ニ
ワ
・
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
２
参
加
企
画
〉
麗
澤
の
森
で
あ
そ

ぼ
う
」
と
合
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
協

力
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
、
園
内
樹
木
観
察
、
落
ち
葉

ア
ー
ト
、
鯉
の
ぼ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
約
３
０
０
人
の

方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
（
画
像
参
照
）。

イ
ベ
ン
ト
運
営
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
び
、
今
後
の
学
生
部
の
活

動
に
活
か
し
、
私
た
ち
の

「
柏
を
緑
と
子
供
の
声
で

あ
ふ
れ
る
街
に
！
」
を
実

現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

麗
澤
大
学
麗
澤
会
学
生
部
（
以
下
学
生

部
）
は
、
令
和
３
年
度
麗
澤
大
学
地
域
連

携
実
習
で
「
え
ん
と
つ
町
の
プ
ペ
ル
光
る

絵
本
展
in
柏
」
を
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
柏
」

で
開
催
し
た
（
会
報
１
５
４
号
参
照
）
メ

ン
バ
ー
を
も
と
に
、
令
和
４
年
３
月
に
発

足
し
ま
し
た
。

プ
ペ
ル
企
画
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

私
た
ち
は
多
く
の
先
輩

方
の
力
を
お
借
り
し
ま

し
た
。
こ
の
時
、
私
た

ち
は
先
輩
方
の
麗
澤
に
対

す
る
ま
っ
す
ぐ
な
思
い
に
触

れ
、
自
分
た
ち
だ
け
の
活
動
で
は

知
る
こ
と
の
な
か
っ
た
麗
澤
に
気
づ
き
ま

し
た
。
麗
澤
の
持
つ
魅
力
を
も
っ
と
発
信

し
て
い
き
た
い
、
と
い
う
思
い
か
ら
学
生

部
立
ち
上
げ
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
学
生
部
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
つ
な

が
る
」
で
す
。
麗
澤
に
縁
の
あ
る
先
輩

方
、
今
を
過
ご
し
て
い
る
私
た
ち
、
未

来
を
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
地

域
に
お
住
ま
い
の
方
々
と
共
に
麗
澤
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
作
る
こ
と
を
目
標
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
た
「
柏
を
緑
と
子
供

の
声
で
あ
ふ
れ
る
街
に
！
」
を
実
現
す
べ

く
、
柏
市
の
登
録
制
度
「
カ
シ
ニ
ワ
※
」

を
活
用
し
た
企
画
を
考
案
し
ま
し
た
。

柏
市
は
舗
装
さ
れ
た
道
路
が
増
加
し
、

共
働
き
世
帯
の
増
加
に
よ
っ
て
子
供
た
ち

は
自
然
と
触
れ
合
う
機
会
が
減
少
し
て
お

緑

麗
澤
大
学
麗
澤
会
学
生
部

柏
を

あ
ふ
れ
る
街
に
！子
供

と

の
声
で

※
カ
シ
ニ
ワ
と
は
、
身
近
に
あ
る
空
き
地
を
み
ん
な
が
使
え
る
「
地
域
の
庭
」

と
す
る
こ
と
で
、
柏
の
緑
を
増
や
し
守
っ
て
い
く
柏
市
の
登
録
制
度
で
す
。

協力参加した学生
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「
旧
広
瀬
小
学
校
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

は
、
滋
賀
県
高
島
市
に
あ
る
公
益
財
団
法
人
モ

ラ
ロ
ジ
ー
道
徳
教
育
財
団
の
淡
海
湖
西
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
が
１
２
９
年
の
歴
史
を
持
ち
な
が

ら
、
平
成
28
年
３
月
に
廃
校
と
な
っ
た
広
瀬
小

学
校
を
利
用
し
た
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学

生
な
ら
で
は
の
視
点
を
活
か
し
、
地
元
の
活
性

化
と
、
こ
の
施
設
を
麗
澤
校
友
会
と
し
て
活
用

す
る
た
め
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
秋
よ
り
麗
澤
大
学
の
授
業
「
地

域
連
携
実
習
」
と
し
て
始
ま
り
、
令
和
４
年
度

か
ら
は
「
多
文
化
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
継
続
し
て
い
ま
す
。
学
部
に
関
係
な
く
集

ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
す
が
、
新
た
な
仲
間
に
刺

激
を
受
け
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
山
田
セ
ン
タ
ー
長
様

を
始
め
職
員
の
皆
さ
ま
と
、
松
浪
麗
澤
校
友
会

会
長
、
黒
須
麗
澤
大
学
麗
澤
会
会
長
を
始
め
、

多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
２
回
現
地
で
活
動
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
１
回
目
は
「
現
地
を
知
る
・
楽
し

む
」
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
体
育
館
や
校
庭
で

自
由
に
遊
び
、
小
学
生
の
頃
の
楽
し
い
思
い
出

が
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。
現
地
の
方
々
や
卒
業
生

の
方
々
に
お
話
を
聞
い
た
際
に
出
て
き
た
「
子

供
た
ち
の
声
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
ア
イ
デ

ア
を
出
す
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
回
目
は
地
元
の
区
長
さ
ん
や
市
議
会
議
員

の
皆
さ
ま
に
私
た
ち
の
企
画
案
を
プ
レ
ゼ
ン

し
、
貴
重
な
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま

し
た
。
２
回
と
も
教
室
に
配
置
さ
れ
た
ベ
ッ
ド

に
宿
泊
す
る
な
ど
貴
重
な
体
験
も
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
11
月
に
開
催
予
定
の
旧
広
瀬
小
学
校

１
３
５
周
年
記
念
式
典
（
仮
称
）
の
実
行
に
向

け
て
内
容
の
企
画
や
集
客
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
地
域
と
の
関
わ
り
、
外
部
の
方
々
と

の
関
わ
り
の
中
で
難
し
さ
は
感
じ
ま
す
が
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
支
援

と
ご
協
力
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
感
謝
の
思
い
を
大
切
に
、
メ
ン
バ
ー
一

同
が
楽
し
ん
で
よ
り
良
い
活
動
に
な
る
よ
う
に

精
進
し
て
い
き
ま
す
。

旧
広
瀬
小
学
校
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

気分は小学生

区長プレゼン①区長プレゼン②

田植え体験

パワー溢れるメンバー

ミーティング

教室でベッドメイキング
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毎
年
、
春
の
訪
れ
と
と
も
に
私
共
が
楽
し
み
に

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
麗
澤
大
学

の
一
郭
に
あ
る
「
梅
の
木
」
を
見
に
行
く
こ
と
で

す
。
そ
の
梅
の
木
は
夫
の
ギ
ャ
ビ
ン
・
バ
ン
ト
ッ

ク
と
私
の
結
婚
式
の
前
日
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
メ
ン

バ
ー
よ
り
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
私
共
は
、
そ
の
木

を
「
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
梅
」
と
愛
称
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
３
月
８
日
、
田
中
駿
平
名
誉
教
授
と
ご
一

緒
に
そ
の
梅
を
見
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
感
慨
一

入
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。「
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
梅
」
が

辿
っ
て
き
た
歩
み
を
次
に
記
し
ま
す
。

１
９
７
６
年
３
月
６
日
　
Ｅ
Ｓ
Ｓ
よ
り
「
梅
の

木
」
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
北
部
住
宅
の
庭

に
植
え
る
。（
写
真
①
）

１
９
７
７
年
７
月
　
転
居
の
た
め
東
部
住
宅
45
号

へ
移
植
。

１
９
８
３
年
７
月
　
転
居
の
た
め
大
学
住
宅
（
元

女
子
寮
の
隣
）
へ
移
植
。

１
９
９
４
年
４
月
　
四
国
に
転
居
。

２
０
１
１
年
　
大
学
住
宅
の
取
り
壊
し
の
た
め
田

中
先
生
に
よ
っ
て
講
座
寮
の
庭
に
移
植
。

２
０
１
４
年
２
月
　
田
中
先
生
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー

バ
ル
ド
ミ
ト
リ
ー
の
北
側
に
移
植
さ
れ
、
英

語
の
標
識
が
つ
け
ら
れ
る
。

２
０
２
２
年
　
ご
覧
の
よ
う
に
、
梅
の
木
は
今
日

で
は
立
派
な
大
木
に
育
ち
力
強
く
枝
を
伸
ば

し
て
い
ま
す
。（
写
真
④
）

　
１
９
９
４
年
４
月
か
ら
私
共
は
四
国
へ
転
居
し

ま
し
た
が
、
当
時
、
学
園
の
理
事
を
さ
れ
て
い
た

田
中
先
生
が
こ
の
梅
の
木
を
何
か
と
お
心
に
か
け

て
下
さ
い
ま
し
た
。
梅
の
木
が
迷
子
に
な
ら
な

か
っ
た
の
は
、
偏
に
先
生
の
お
蔭
で
す
。
英
語
の

標
識
を
つ
け
て
下
さ
っ
た
の
も
先
生
で
す
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
バ
ン
ト
ッ
ク
に
と
っ
て

「
梅
の
木
」
に
関
し
て
も
う
一
つ
大
切
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
１
９
６
９
年
４
月
、
彼
が

イ
ギ
リ
ス
か
ら
来
日
す
る
折
の
機
内
で
の
こ
と
。

た
ま
た
ま
手
に
し
た
「
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
」
誌
に
、
あ
る

浮
世
絵
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
鈴
木
春
信

（
１
７
２
５
～
７
０
）
の
「
夜
の
梅
」
だ
っ
た
の

で
す
（
写
真
②
）。
彼
は
、
そ
の
絵
の
虜
に
な
っ

て
し
ま
い
、
以
来
ず
っ
と
そ
の
絵
を
見
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
６
年
後
、
彼
は
あ
る
女
性
か
ら
思
い

掛
け
ず
、
そ
の
念
願
の
絵
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
嬉

し
さ
の
あ
ま
り
手
書
き
で
礼
状
を
送
り
、
間
も
無

く
そ
の
女
性
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
。
そ
の
女
性
と
は
、

当
時
麗
大
図
書
館
に
勤
め
て
い
た
大
島
京
子
…
…

す
な
わ
ち
現
在
の
私
、
バ
ン
ト
ッ
ク
京
子
で
す
。

因
み
に
、
そ
の
絵
の
出
典
は
、
集
英
社
の
「
浮
世

絵
大
系
第
２
巻
春
信
」
で
す
。

　
私
共
は
、
一
枚
の
浮
世
絵
に
後
押
し
さ
れ
て
結

婚
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
梅
」
が
咲
く
の
を
待
っ
て
、
私
が

か
の
「
夜
の
梅
」
の
少
女
と
同
じ
ポ
ー
ズ
で
バ
ン

ト
ッ
ク
の
カ
メ
ラ
の
前
に
立
ち
ま
し
た
（
写
真

③
）。
き
っ
と
こ
の
時
、
彼
の
心
の
中
で
春
信
の

「
夜
の
梅
」
と
「
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
梅
」
が
一
本
に
繋

が
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
２
０
１
５
年
夏
に
私
共
は
四
国
か
ら
戻
っ
て

再
び
柏
市
光
ケ
丘
に
住
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
毎
年
「
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
梅
」
を
見
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
嬉
し
い
こ
と
に

２
０
１
６
年
７
月
に
英
語
劇
の
あ
る
Ｏ
Ｂ
か
ら
春

信
の
「
夜
の
梅
」
が
立
派
な
額
入
り
で
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
の
で
、
今
で
は
毎
日
そ
れ
を
眺
め
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
特
に
田
中
先
生
と
三
人
で
梅
を
見
ら
れ

た
の
で
、
人
生
の
味
わ
い
を
よ
り
深
く
心
に
刻
み

こ
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
稿
を
閉
じ
る
に

あ
た
り
、
当
時
の
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々
に

そ
の
後
の
「
梅
の
木
」
の
成
長
を
ご
報
告
す
る
と

共
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
田
中
先

生
の
行
き
届
い
た
ご
配
慮
に
深
甚
な
る
感
謝
を
捧

げ
ま
す
。
併
せ
て
、
こ
の
小
文
を
「
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｋ
Ｕ
」
に
寄
稿
す
る
こ
と
を
快
諾
し
て
下
さ
っ
た

関
係
者
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
尚
「
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
梅
」
と
春
信
の
「
夜
の
梅
」
に

つ
い
て
は
、
バ
ン
ト
ッ
ク
の
次
の
著
書
で
も
言
及

し
て
い
ま
す
。「
八
十
の
坂
を
越
え
」（
２
０
１
９

年
９
月
刊
私
家
版
）。
⑤
在
日
50
年
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
、
⑥
「
八
十
の
坂
を
越
え
」
表
紙
。

　
途
中
で
端
折
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
不
明
な
こ
と
が
多
々
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
一
先
ず
こ
れ
で
擱
筆
と
い
た
し
ま
す
。
何
か

お
訊
ね
が
あ
る
方
は
バ
ン
ト
ッ
ク
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
スE-m

ail

：firstservant@
icloud.com

へ
日

本
語
で
ど
う
ぞ
。

　
　
春
信
の
世
界
に
誘
ふ
夜
の
梅
　
　
京
子

「
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
梅
」と

鈴
木
春
信
の「
夜
の
梅
」

バ
ン
ト
ッ
ク
京
子

①

②

⑤

⑥

④

■Gavin Bantock（ギャビン　バ
ントック）元麗澤大学教授、元麗
澤大学英語劇グループ顧問・演出
担当。オックスフォード大出身。
40冊以上の著書がある。1969
年より麗澤大学で教鞭をとり、
約50年間英語劇の指導を続け、
シェークスピアの作品を中心とし
た約200作品以上の公演を実現し
た。2022年4月に麗澤大学名誉
教授記を授与された。

③
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お
た
よ
り

中
溝
　
弘
樹
（
26
高
）

　�

26
期
の
中
溝
で
す
。
年
齢
も
77
歳
、

い
よ
い
よ
人
生
幕
引
き
の
準
備
の
段

階
で
す
。
そ
れ
で
も
現
在
、
自
治
会

長
、
民
生
委
員
、
こ
ど
も
食
堂
を
主

催
、
ま
た
２
７
０
人
の
幼
児
を
預
か

る
保
育
園
の
理
事
長
を
や
ら
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
を
考
え
て
い
ま
す
。
農
林
課

で
学
ん
だ
野
菜
作
り
が
、
今
子
供
農

園
で
非
常
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
、
暑
い
折
、
皆
様
お
体
を

大
切
に
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

高
村
　
順
（
27
高
）

　
千
葉
県
市
川
市
か
ら
茨
城
県
神
栖
市

に
引
っ
越
し
い
た
し
ま
し
た
。
長
女

（
53
期
）
の
家
か
ら
歩
い
て
３
、４

分
の
と
こ
ろ
で
す
。
終
の
棲
家
と
な

り
ま
し
た
。

平
野
　
康
雄
（
31
高
）

　
今
年
年
男
の
72
歳
で
す
。
毎
日
感

動
、
一
生
青
春
、
生
涯
現
役
を
目
指

し
、
仕
事
と
ダ
ン
ス
、
ゴ
ル
フ
、
健

康
麻
雀
に
励
ん
で
い
ま
す
。

池
山
　
八
重
子
（
32
瑞
、
旧
姓
＝
丸
山
）

　
理
学
療
法
士
を
40
年
間
勤
め
て
定
年

退
職
し
ま
し
た
。
５
～
６
年
趣
味
に

没
頭
し
、
今
ま
た
派
遣
社
員
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。〝
元
気
で
働
け

る
〟
そ
れ
は
と
て
も
幸
せ
な
事
と
感

謝
し
て
ま
す
。

村
上
　
枢
麿
富
（
37
高
）

　
人
の
お
役
に
立
ち
、
今
ま
で
育
て
て

い
た
だ
い
た
「
お
人
」
へ
恩
返
し
を

し
た
り
・
・
・
思
い
に
て
奉
職
。

困
っ
て
い
る
方
々
へ
の
福
祉
就
労
相

談
員
と
し
て
草
津
市
役
所
で
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
相
談
を
し
て
お
り
ま
す
。

千
葉
　
寛
明
（
41
高
、
43
大
）

　
県
立
高
校
退
職
後
も
麗
澤
で
身
に
つ

け
た
こ
と
を
活
か
し
、
非
常
勤
講
師

と
し
て
英
語
を
教
え
て
い
ま
す
。
毎

日
が
楽
し
い
で
す
。
70
歳
す
ぎ
て
も

続
け
て
ゆ
く
の
が
今
の
夢
で
す
。

竹
山
　
幸
男
（
60
大
）

　
平
成
13
年
３
月
卒
の
竹
山
幸
男
で

す
。
小
生
の
二
人
の
祖
父
達
は
、
東

証
一
部
ソ
ー
ダ
ニ
ッ
カ
（
株
）
と
東

証
一
部
オ
ル
ガ
ノ
（
株
）
の
そ
れ
ぞ

れ
が
創
業
者
で
あ
り
ま
し
た
。
父
と

母
は
健
在
で
す
。

西
門
　
清
成
（
66
瑞
、
旧
姓
＝
森
）

　
麗
澤
瑞
浪
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
も

う
す
ぐ
20
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
今
年
か
ら
広
島
大
学
附
属
三
原

小
学
校
へ
転
勤
し
、
教
職
に
つ
い
て

よ
り
深
く
研
究
し
、
日
々
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

須
之
内
　
楓
（
78
大
）

　
シ
ス
テ
ム
会
社
へ
入
社
し
、
社
会
人

３
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
り
ま
す
が
、
先
輩
、
後
輩
と

仲
良
く
、
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
今
で
も
大
学
時
代
の
友
人
と
会

い
、
大
学
の
思
い
出
話
で
盛
り
上
が

り
ま
す
。住

所
変
更

お
た
よ
り
・
住
所
変
更

つ な が る 麗 澤 会

令
和
3
年
10
月
30
日
に
北
海
道
支
部

長
沼
地
区
麗
澤
会
を
、
校
友
会
本
部
か

ら
松
浪
会
長
、
上
平
専
務
理
事
に
参
加

い
た
だ
き
、〝
熱
の
湯
〟
と
も
呼
ば
れ

る
強
温
泉
で
知
ら
れ
る
長
沼
温
泉
で
15

名
が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

皆
で
美
味
し
い
食
事
を
い
た
だ
き
な

が
ら
和
や
か
な
総
会
と
歓
談
の
後
、
午

後
は
男
性
陣
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
興

じ
、
女
性
陣
は
道
の
駅
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
麗
澤
校
友
会
へ
の
思
い
を

語
り
合
い
、
今
後
も
親
睦
を
深
め
、
母

校
支
援
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
合
い
ま
し
た
。

北
海
道
支
部
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デジタル版では掲載を省略させてい
ただきます



支部名 支部長名 期別 メールアドレス 電話番号 携帯番号
北海道 田中　敏滋 31高 tanaka@sapporo-law.com 011-281-1441
青森県 若井　隆志 34大 twakai@actv.ne.jp 017-743-1262
岩手県 市瀬　　均 56高 htichise0308@outlook.jp 090-8780-8327
宮城県 渡辺　浩吉 36・37高大 022-231-5947
秋田県 小笠原まり子 48高 korima0530@yahoo.co.jp 0184-24-2601
山形県 佐藤　　豊 33高 yyh@ma.catvy.ne.jp 023-654-6451
福島県 先崎　温容 56大 qqcp3zbb9@miracle.ocn.ne.jp 0247-78-1278
茨城県 白井　嘉彦 35大 Yoshihiko77@hotmail.com 029-270-1143
栃木県 秋本　　薫 43高
群馬県 上原　克文 47大 katsufumiuehara@yahoo.co.jp
埼玉県
千葉県 染谷　菜摘 72高大 080-6517-4377
東京都 西村　統行 43高 yuchan@plum.ocn.ne.jp 03-3829-1996
神奈川県 浅野　峰之 43高
新潟県 横山　英晴 42高 tyujyo-yoko@nct9.ne.jp 0258-66-5050
富山県 役川　喜博 42高大 076-465-6838
石川県 山口　茂一 38・39高大 moichi@po2.nsknet.or.jp 076-298-7511
福井県 中島　福則 41瑞 nakaban@beetle.ocn.ne.jp 0770-52-0825
山梨県 依田　昇一 37瑞 kaneyo@nns.ne.jp 055-233-5671
長野県 村田　昌隆 38高 shoryu.mura2@gmail.com 026-244-6716
岐阜県 長谷　愛子 34高 love-french.@docomo.ne.jp 058-392-3741
静岡県 村越　　勉 30高 kameyawine@mub.biglobe.ne.jp 054-281-2082 090-3953-4280
愛知県 齋藤　鎮治 34瑞 101ys@ps-saito.jp 052-671-3946
三重県 白木貞一郎 34瑞 info@shiraki-kk.com 0596-23-2102
滋賀県 藤居　昌幹 42瑞 mfujii.funaasa.nippon@docomo.ne.jp 0749-65-2237
京都府 樋口真一郎 62瑞 shiguchi0901@gmail.com 0774-22-1332 080-3712-9272
大阪府 福田　靖久 45高 fukuda.y@marufuku-foods.co.jp 090-3057-2505
兵庫県 大上　磯松 36高大 mkkr08300@maia.eonet.ne.jp 079-597-2020
奈良県 吉村　善明 45瑞 chi2boo@kcn.ne.jp 0743-73-2730
和歌山県 山添　順裕 45瑞 yoshihiro@yamazoe-print.co.jp 073-471-1911
鳥取県 雑賀　正光 31高大 ganju.saiga2@gmail.com 090-8715-8841
島根県 中村　寿男 36瑞大 marujyu@nippon-tea.co.jp 0852-24-0001
岡山県 山本　　達 41高 telaffy3109@nifty.com 086-422-2480
広島県 湯本　雅博 38瑞 yumoto_0120@outlook.jp 084-954-3478 070-5050-3478
山口県 山下　温子 36瑞 nagako@xd6.so-net.ne.jp 090-7591-7338
徳島県 阿部　　修 35高
香川県 宮本　雅由 36高 masa-miya11@helen.ocn.ne.jp 090-8993-0254
愛媛県 鳥生　幸吉 32瑞 kokichi.0822@gmail.com 0898-23-2686
高知県 津野　義忠 29瑞大 088-852-0811
九州 矢野　壽郎 36瑞 090-4358-9222
沖縄県 和久　茂樹 46高 waku888shigeki@gmail.com 090-9784-2171

地元の支部とも繋がっていただき、母校と期別を越えて親睦を深めましょう。

麗澤校友会は全国に支部があります。
地元にお住まいの方も、転勤等で引っ越された方も是非ご連絡ください！

麗澤校友会 都道府県支部令和4年度
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麗
澤
校
友
会
協
力
金

大
久
保
浩
之
（
9
専
）、
泉
谷
勝
巳

（
11
専
）、
角
森
滋
玄
（
11
専
）、
平
木

和
男
（
11
専
）、
菅
沼
秀
雄
（
13
高
）、

河
合
嘉
朗
（
14
短
）、
野
田
精
一
郎

（
14
高
短
）、
近
藤
剛
康
（
16
高
）、
水

谷
則
幸
（
17
高
短
）、
石
原
順
男
（
17

高
）、
岩
田
直
久
（
17
高
）、
小
倉
啓

司
（
18
高
）、
森
光
義
文
（
18
高
）、

田
中
駿
平
（
19
高
短
）、
小
島
佳
子

（
20
短
）、
有
吉
正
年
（
20
高
短
）、
石

渡
英
雄
（
20
高
短
）、
森
川
正
大
（
20

高
短
）、
五
百
城
啓
太
郎
（
20
高
）、
高

岡
忠
臣
（
20
高
）、
森
一
馬
（
20
高
）、

藤
野
雅
茂
（
21
大
）、
高
見
脩
吉
（
21

短
）、
横
田
義
信
（
21
高
大
）、
伊
藤
恵

美
子
（
21
高
）、
大
野
淑
音
（
21
高
）、

岡
田
智
子
（
21
高
）、
篠
田
静
江
（
21

高
）、
中
村
敏
子
（
21
高
）、
西
澤
秀
夫

（
21
高
）、
新
田
紘
輔
（
21
高
）、
波
部

和
弘
（
21
高
）、
福
間
良
子
（
21
高
）、

松
浦
乃
武
子
（
21
高
）、
森
山
か
ね
子

（
21
高
）、
吉
田
豊
子
（
21
高
）、
有

阪
敏
（
22
大
）、
桑
島
良
麿
（
22
大
）、

佃
洵
（
22
大
）、
原
口
義
朗
（
22
大
）、

黒
田
忠
宏
（
22
高
）、
澤
村
和
男
（
22

高
大
）、
繁
田
陸
子
（
22
高
）、
堀
口
基

榮
（
22
高
）、
水
谷
多
江
（
22
高
）、
武

藤
成
生
（
22
高
）、
森
川
百
合
子
（
22

高
）、
山
岡
慶
次
（
22
高
）、
山
下
茂
安

（
22
高
大
）、
横
田
武
子
（
22
高
）、
桑

島
恵
津
子
（
23
大
）、
黒
梅
吉
英
（
23

高
大
）、
岩
畔
勝
子
（
23
高
）、
江
間
良

子
（
23
高
）、
杉
山
博
子
（
23
高
）、

中
根
拓
代
（
23
高
）、
新
田
賢
治
（
23

高
）、
野
口
佐
智
子
（
23
高
）、
副
見
陽

子
（
23
高
）、
細
川
菁
子
（
23
高
）、

山
本
幾
雄
（
23
高
）、
鈴
木
一
朗
（
24

大
）、
阪
田
憲
一
（
24
大
）、
田
中
宏
子

（
24
大
）、
谷
澤
淳
子
（
24
大
）、
三
谷

川
颯
子
（
24
大
）、
有
阪
ひ
で
（
24
高

大
）、
田
中
新
二
郎
（
24
高
大
）、
牛
田

道
雄
（
24
高
）、
小
野
剛
（
24
高
）、
会

田
璋
子
（
24
高
）、
加
藤
栄
一
郎
（
24

高
）、
上
萩
幸
子
（
24
高
）、
早
川
実

（
24
高
）、
増
山
瑠
美
（
24
高
）、
山

田
等
（
24
高
）、
若
月
皎
（
24
高
）、

和
倉
健
二
（
25
大
）、
淡
島
成
高
（
25

高
大
）、
讃
井
た
つ
子
（
25
高
大
）、
古

川
定
邑
（
25
高
大
）、
石
渡
敏
子
（
25

高
）、
内
田
八
代
（
25
高
）、
成
瀬
恭
子

（
25
高
）、
馬
場
健
三
（
25
高
）、
光
恒

志
津
子
（
25
高
）、
宮
本
美
恵
子
（
25

高
）、
森
雅
子
（
25
高
）、
池
辺
祐
三
子

（
26
高
）、
熊
谷
和
重
（
26
高
）、
武
藤

梅
子
（
26
高
）、
大
谷
誠
之
（
27
大
）、

澤
田
忠
（
27
大
）、
西
川
敏
博
（
27

大
）、
上
野
克
行
（
27
高
大
）、
内
川
正

徳
（
27
高
大
）、
横
山
忠
（
27
高
大
）、

菅
沼
孝
治
（
27
高
）、
菅
沼
芳
子
（
27

高
）、
田
中
拓
治
（
27
高
）、
服
部
道

雄
（
27
高
）、
原
雅
啓
（
27
高
）、
町
田

芳
子
（
27
高
）、
大
橋
正
光
（
27
瑞
）、

奥
本
章
夫
（
27
瑞
）、
川
村
文
孝
（
27

瑞
）、
國
枝
邦
洋
（
27
瑞
）、
成
田
義
之

（
27
瑞
）、
御
代
川
克
之
（
28
高
大
）、

阪
田
千
恵
子
（
28
高
）、
大
久
保
和
一

（
28
瑞
）、
安
江
貞
幸
（
28
瑞
）、
筒
井

順
子
（
29
大
）、
野
出
明
敬
（
29
大
）、

牧
村
哲
男
（
29
大
）、
宮
島
泰
郎
（
29

高
大
）、
小
島
実
（
29
瑞�

30
大
）、
加

藤
直
子
（
29
高
）、
関
俊
章
（
29
高
）、

長
井
孝
介
（
29
高
）、
栗
田
一
志
（
29

瑞
）、
藤
岡
廣
章
（
30
大
）、
古
川
正
儀

（
30
高
）、
三
好
和
男
（
30
高
）、
木
股

初
子
（
30
瑞
）、
中
西
保
夫
（
30
瑞
）、

森
田
政
見
（
30
瑞
）、
吉
田
達
（
30

瑞
）、
赤
井
和
行
（
31
高
）、
岩
橋
秀
基

（
31
高
）、
内
田
光
洋
（
31
高
）、
内
田

良
子
（
31
高
）、
児
玉
源
寿
（
31
高
）、

田
中
久
子
（
31
高
）、
西
松
裕
朗
（
31

高
）、
松
田
佳
子
（
31
高
）、
匿
名
希
望

（
31
高
）、
奥
村
隆
司
（
31
瑞
）、
梶
浦

恭
子
（
31
瑞
）、
炭
竃
道
子
（
31
瑞
）、

藤
井
敬
三
（
32
大
）、
竹
政
幸
雄
（
32

高
大
）、
岡
本
正
子
（
32
高
）、
鎌
田
俊

一
（
32
高
）、
児
玉
正
子
（
32
高
）、
橋

本
半
兵
衛
（
32
高
）、
廣
池
幹
堂
（
32

高
）、
木
下
孝
（
32
瑞
）、
清
水
慎
一

（
32
瑞
）、
谷
山
良
太
（
32
瑞
）、
妻

形
慶
三
（
32
瑞
）、
大
友
不
二
夫
（
33

大
）、
神
谷
裕
文
（
33
大
）、
澤
田
修

一
（
33
大
）、
青
木
善
一
（
33
高
大
）、

藤
森
由
紀
子
（
33
高
大
）、
若
山
安
徳

（
33
瑞
大
）、
安
達
恭
子
（
33
高
）、
安

徳
礼
子
（
33
高
）、
入
澤
真
太
郎
（
33

高
）、
勝
矢
恵
光
子
（
33
高
）、
加
藤
栄

子
（
33
高
）、
久
慈
寿
（
33
高
）、
黒
田

中
子
（
33
高
）、
神
殿
充
子
（
33
高
）、

齋
木
貴
（
33
高
）、
佐
々
木
佳
子
（
33

高
）、
佐
藤
睦
子
（
33
高
）、
佐
藤
豊

（
33
高
）、
高
橋
秀
一
（
33
高
）、
滝
本

叔
子
（
33
高
）、
田
中
一
枝
（
33
高
）、

出
口
孝
信
（
33
高
）、
長
町
恵
子
（
33

高
）、
野
崎
美
紀
（
33
高
）、
濵
幸
平

（
33
高
）、
藤
田
省
三
（
33
高
）、
古

野
泉
（
33
高
）、
北
條
寛
子
（
33
高
）、

松
浦
尚
子
（
33
高
）、
松
本
浩
一
（
33

高
）、
三
浦
順
治
（
33
高
）、
森
本
龍
一

（
33
高
）、
安
田
勝
美
（
33
高
）、
横
山

直
子
（
33
高
）、
吉
村
省
悟
（
33
高
）、

石
井
万
由
美
（
33
瑞
）、
内
田
絹
恵

（
33
瑞
）、
梅
田
鈴
夫
（
33
瑞
）、
大
島

妙
子
（
33
瑞
）、
奥
村
鈴
子
（
33
瑞
）、

門
脇
本
一
（
33
瑞
）、
上
村
政
道
（
33

瑞
）、
河
村
幸
俊
（
33
瑞
）、
木
股
清

美
（
33
瑞
）、
四
方
俊
明
（
33
瑞
）、
鈴

木
竹
美
（
33
瑞
）、
地
宗
馨
（
33
瑞
）、

徳
永
澄
憲
（
33
瑞
）、
名
倉
幸
子
（
33

瑞
）、
難
波
辰
雄
（
33
瑞
）、
野
瀬
一
司

（
33
瑞
）、
福
島
陽
子
（
33
瑞
）、
藤
井

宏
之
（
33
瑞
）、
藤
岡
育
子
（
33
瑞
）、

古
舞
了
（
33
瑞
）、
水
野
豊
子
（
33

瑞
）、
安
田
睦
子
（
33
瑞
）、
山
本
晴

美
（
33
瑞
）、
若
林
由
健
（
33
瑞
）、
寺

田
弘
子
（
34
高
大
）、
小
林
希
美
（
34

瑞
）、
松
本
吉
弘
（
34
瑞
）、
白
濱
宏

一
（
35
大
）、
吉
沢
和
人
（
35
高
大
）、

酒
井
篤
子
（
35
高
）、
高
橋
正
道
（
35

高
）、
中
村
貞
之
（
35
高
）、
藤
田
謙
次

（
35
高
）、
田
岡
啓
子
（
36
大
）、
辻
博

雄
（
36
高
大
）、
安
藤
逸
夫
（
36
高
）、

河
田
純
治
（
36
高
）、
太
田
育
子
（
36

瑞
）、
寺
﨑
俊
男
（
36
瑞
）、
中
田
啓

子
（
36
瑞
）、
辻
秋
江
（
37
高
大
）、
松

嶋
伸
季
（
37
瑞
大
）、
髙
巖
（
37
瑞�

38

大
）、
久
保
田
悟
史
（
37
瑞
）、
黒
臼
和

江
（
37
瑞
）、
高
木
治
代
（
37
瑞
）、
川

島
則
夫
（
38
高
大
）、
山
口
茂
一
（
38

高�

39
大
）、
星
裕
典
（
38
高
）、
三
浦

育
子
（
38
高
）、
亀
田
昌
和
（
38
瑞
）、

吉
岡
芙
美
恵
（
38
瑞
）、
堀
修
造
（
39

大
）、
吉
田
憲
史
（
39
高
大
）、
日
浦
正

仁
（
39
高�

40
大
）、
松
本
真
佐
子
（
39

高
）、
亀
田
こ
と
え
（
39
瑞
）、
秋
庭
宏

次
（
40
高
）、
加
藤
智
教
（
40
瑞
）、
谷

禎
晃
（
40
瑞
）、
谷
久
子
（
40
瑞
）、
千

葉
寛
明
（
41
高�

43
大
）、
林
暢
子
（
41

高
）、
伊
藤
啓
子
（
41
瑞
）、
雲
丹
亀
裕

蔵
（
41
瑞
）、
中
村
順
子
（
41
瑞
）、

稲
垣
雅
恵
（
42
高
）、
菊
地
一
美
（
42

高
）、
熊
田
仲
宏
（
43
高
）、
横
田
純

代
（
43
高
）、
関
口
直
美
（
44
高
）、
越

沢
美
弥
子
（
46
高
）、
筒
井
知
賀
（
47

瑞
）、
服
部
直
子
（
48
瑞
）、
和
田
智
恵

子
（
49
瑞
大
）、
石
丸
健
二
（
49
瑞
）、

窄
口
美
子
（
49
瑞
）、
服
部
光
雄
（
49

瑞
）、
鈴
木
昭
宏
（
54
大
）、
松
浦
貞

雄
（
56
高
大
）、
松
村
麻
紀
子
（
56
瑞

大
）、
七
條
佳
子
（
56
高
）、
大
谷
祥
寛

（
57
瑞
大
）、
新
井
誠
（
57
瑞
）、
三
上

節
子
（
58
院
）、
山
元
悠
子
（
59
大
）、

加
藤
佳
稔
（
60
瑞
）、
亀
井
智
子
（
66

大
）、
市
ノ
渡
丈
廣
（
67
大
）、
久
保
田

尚
紀
（
77
瑞
）、
石
上
　
哲
行
（
80
大
）、

加
納
駿
次
（
82
瑞
）、
倉
橋
詩
音
（
82

瑞
）、
窄
口
夏
奈
（
82
瑞
）、
加
納
知
樹

（
84
瑞
）、
山
梨
県
支
部

母
校
協
力
費

大
久
保
浩
之
（
9
専
）、
泉
谷
勝
巳

（
11
専
）、
角
森
滋
玄
（
11
専
）、
平
木

和
男
（
11
専
）、
河
合
嘉
朗
（
14
短
）、

岸
田
英
明
（
16
短
）、
小
倉
啓
司
（
18

高
）、
山
添
雅
子
（
20
高
）、
高
見
脩

吉
（
21
短
）、
伊
藤
恵
美
子
（
21
高
）、

菅
原
廣
子
（
21
高
）、
土
本
早
苗
（
21

高
）、
中
村
敏
子
（
21
高
）、
新
田
紘

輔
（
21
高
）、
山
﨑
伃
志
子
（
21
高
）、

山
田
俊
夫
（
21
高
）、
川
窪
靖
子
（
22

高
）、
中
村
紀
美
江
（
22
高
）、
則
竹
繁

雄
（
24
高
大
）、
海
渡
彰
子
（
24
高
）、

内
田
八
代
（
25
高
）、
菅
沼
孝
治
（
27

高
）、
菅
沼
芳
子
（
27
高
）、
服
部
道
雄

（
27
高
）、
伊
藤
洋
一
（
27
瑞
）、
中
島

邦
子
（
28
高
）、
野
出
明
敬
（
29
大
）、

浜
田
公
子
（
29
大
）、
長
井
孝
介
（
29

高
）、
川
角
秀
夫
（
29
瑞
）、
山
田
喬

伸
（
29
瑞
）、
木
股
初
子
（
30
瑞
）、

平
井
哲
夫
（
30
瑞
）、
広
坂
光
博
（
30

瑞
）、
内
田
良
子
（
31
高
）、
児
玉
源

寿
（
31
高
）、
後
藤
美
恵
子
（
31
高
）、

田
中
久
子
（
31
高
）、
西
松
裕
朗
（
31

高
）、
松
田
佳
子
（
31
高
）、
大
島
正

三
（
31
瑞
）、
飯
田
時
子
（
32
高
）、
岡

本
正
子
（
32
高
）、
佐
々
木
佳
子
（
33

高
）、
北
條
寛
子
（
33
高
）、
門
脇
本
一

（
33
瑞
）、
徳
永
澄
憲
（
33
瑞
）、
水
野

豊
子
（
33
瑞
）、
西
村
新
司
（
34
高
）、

大
場
康
子
（
34
瑞
）、
白
濱
宏
一
（
35

大
）、
高
橋
正
道
（
35
高
）、
辻
博
雄

（
36
高
大
）、
金
子
俊
（
36
高
）、
河
田

純
治
（
36
高
）、
福
田
耕
介
（
36
高
）、

岩
竹
郁
子
（
36
瑞
）、
太
田
育
子
（
36

瑞
）、
寺
﨑
俊
男
（
36
瑞
）、
中
田
啓
子

（
36
瑞
）、
越
智
千
恵
美
（
37
瑞
）、
久

保
田
悟
史
（
37
瑞
）、
高
木
治
代
（
37

瑞
）、
池
田
香
（
38
瑞
大
）、
岡
田
喜

（
38
高
）、
山
口
睦
子
（
38
高
）、
秋
庭

宏
次
（
40
高
）、
千
葉
寛
明
（
41
高�

43

大
）、
雲
丹
亀
裕
蔵
（
41
瑞
）、
藤
本
佳

美
（
41
瑞
）、
鬼
頭
由
起
（
42
大
）、
川

島
正
敬
（
42
瑞
大
）、
伊
藤
無
學
（
42

高
）、
菊
地
一
美
（
42
高
）、
横
山
英

晴
（
42
高
）、
熊
田
仲
宏
（
43
高
）、

玉
井
和
代
（
43
高
）、
横
田
純
代
（
43

高
）、
亀
井
圭
子
（
43
瑞
）、
谷
口
寿

子
（
43
瑞
）、
鈴
木
貴
子
（
45
高
）、
久

保
田
美
知
枝
（
45
瑞
）、
越
沢
美
弥
子

（
46
高
）、
鈴
木
央
純
（
46
高
）、
原
田

晋
一
（
46
瑞
）、
竹
村
康
孝
（
47
瑞
）、

筒
井
知
賀
（
47
瑞
）、
鈴
木
雅
喜
（
48

高
）、
國
重
美
津
子
（
48
瑞
）、
和
久
田

恭
弘
（
51
大
）、
永
橋
由
理
（
54
瑞
）、

七
條
佳
子
（
56
高
）、
松
村
明
徳
（
56

瑞
）、
田
邉
裕
佳
子
（
57
大
）、
大
谷
祥

寛
（
57
瑞
大
）、
加
藤
佳
稔
（
60
瑞
）、

栗
本
優
子
（
60
瑞
）、
兵
頭
憲
明
（
63

大
）、
日
比
野
美
佳
（
64
瑞
）、
松
嶋
い

づ
み
（
65
瑞
）、
木
村
運
（
66
瑞
）、

松
嶋
か
お
り
（
68
瑞
）、
木
村
な
ほ
美

（
71
瑞
）、
山
田
知
裕
（
73
大
）、
大
川

詩
央
（
74
高
）、
澤
田
訓
尭
（
75
瑞
）、

青
柳
翔
也
（
76
高
）、
西
智
弘
（
76

瑞
）、
大
場
あ
す
み
（
77
高
）、
久
保

田
尚
紀
（
77
瑞
）、
森
誠
嗣
（
79
瑞
）、

加
納
駿
次
（
82
瑞
）、
北
川
丹
也
（
82

瑞
）、
倉
橋
詩
音
（
82
瑞
）、
加
納
知
樹

（
84
瑞
）、
鈴
木
優
花
（
84
瑞
）

麗
澤
・
箱
根
駅
伝
（
麗
大
陸
上
競
技
部
）

大
久
保
浩
之
（
9
専
）、
泉
谷
勝
巳

（
11
専
）、
角
森
滋
玄
（
11
専
）、
平

木
和
男
（
11
専
）、
小
倉
啓
司
（
18

高
）、
田
中
駿
平
（
19
高
短
）、
田
辺
礼

子
（
20
高
）、
高
見
脩
吉
（
21
短
）、
伊

藤
恵
美
子
（
21
高
）、
中
村
敏
子
（
21

高
）、
桑
島
良
麿
（
22
大
）、
桑
島
恵
津

子
（
23
大
）、
三
谷
川
颯
子
（
24
大
）、

内
田
八
代
（
25
高
）、
小
川
清
志
（
27

大
）、
菅
沼
孝
治
（
27
高
）、
菅
沼
芳
子

（
27
高
）、
岡
田
恭
彦
（
28
高
）、
長
井

孝
介
（
29
高
）、
山
田
喬
伸
（
29
瑞
）、

内
田
良
子
（
31
高
）、
後
藤
美
恵
子

（
31
高
）、
西
松
裕
朗
（
31
高
）、
三
谷

泰
子
（
32
大
）、
金
内
周
一
（
33
高
）、

久
慈
寿
（
33
高
）、
北
條
寛
子
（
33

高
）、
門
脇
本
一
（
33
瑞
）、
徳
永
澄

憲
（
33
瑞
）、
白
濱
宏
一
（
35
大
）、
吉

沢
和
人
（
35
高
大
）、
高
橋
正
道
（
35

高
）、
藤
本
謙
一
（
36
高
大
）、
福
田
耕

介
（
36
高
）、
太
田
育
子
（
36
瑞
）、

寺
﨑
俊
男
（
36
瑞
）、
中
田
啓
子
（
36

瑞
）、
久
保
田
悟
史
（
37
瑞
）、
池
田
香

（
38
瑞
大
）、
足
達
亨
（
40
瑞
）、
千
葉

寛
明
（
41
高�

43
大
）、
猪
飼
孝
男
（
41

瑞
）、
雲
丹
亀
裕
蔵
（
41
瑞
）、
飯
田
秀

志
（
42
瑞
）、
熊
田
仲
宏
（
43
高
）、

玉
井
和
代
（
43
高
）、
横
田
純
代
（
43

高
）、
種
田
敏
徳
（
44
瑞
）、
今
井
千

明
（
48
大
）、
川
島
浩
子
（
49
高
大
）、

栗
本
明
徳
（
54
高
）、
永
橋
由
理
（
54

瑞
）、
柳
井
哲
史
（
55
大
）、
大
谷
祥

寛
（
57
瑞
大
）、
鈴
木
良
登
（
59
大
）、

加
藤
佳
稔
（
60
瑞
）、
良
永
隆
光
（
69

高
）、
木
村
な
ほ
美
（
71
瑞
）、
大
川
詩

央
（
74
高
）、
矢
口
健
太
（
76
大
）、
宮

崎
真
吾
（
78
大
）、
倉
橋
詩
音
（
82
瑞
）

御
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
3
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で
に
次
の
方
々
か
ら

協
力
金
な
ら
び
に
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略･

カ
ッ
コ
内
数
字
は
通
期
）
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麗澤大学麗澤会

一般社団法人麗澤校友会 令和４年度役員

会　　長 黒須　里美（43高大）
副 会 長 松浦　貞雄（56高大）
理　　事 富田　裕之（58大） 西山のりこ（60瑞大院） 松野　大祐（69大・事務局長兼務）
事務局次長 山川　麻由（76大）

会　　長 川島  正敬（42瑞大）

副 会 長 藤井　輝彦（36瑞） 位田  耕一（43瑞） 伊藤　敏大（54瑞）
事務局長 神田　　和（62瑞）
常任理事 甲斐　　誠（37瑞） 川嶋　光人（37瑞） 塚本　正寿（38瑞） 内海　俊明（40瑞）

堀　　一宏（43瑞） 則竹　勅仁（47瑞） 野瀬　博経（48瑞） 阿部　浩司（49瑞）
山本　和博（52瑞大） 望月　正人（57瑞大） 小栗　加奈（57瑞） 長谷　享治（61瑞大）
竹内　　巧（65瑞） 宮田　祐嗣（66瑞） 加藤　昇一（64瑞・広報担当）

理　　事 安江　盛一（38瑞） 安藤　誠子（45瑞） 小倉　智代（48瑞） 山崎　保美（52瑞）
松瀬　　光（60瑞） 川崎　匡剛（61瑞大） 安藤みゆき（62瑞） 谷渕　貴啓（67瑞）
伊藤　健文（68瑞） 林　　俊紀（72瑞・庶務・会計担当） 

事 務 局 麻生　裕子（42瑞）

名誉会長 廣池　幹堂（32高） 
顧　　問 宮嶋　邦彦（15高短） 山本　幾雄（23高） 小野　　剛（24高） 
特任顧問 岡田　恭彦（28高）
名誉会員 廣池加津子

専務理事 上平　光孝（35高）
理事・副会長 松浦　貞雄（56高大）
理　　事 田中　敏滋（31高） 村田　雅洋（41瑞） 川島　正敬（42瑞大） 徳永　陽子（42高大）

田口　英樹（43高） 山田　健嗣（43瑞大） 高野倉匡人（44高） 林　　章浩（44瑞大）
小柴　孝之（45高） 森光　孝雅（45高） 永冶　真樹（46高） 平原　由樹（57大）
富田　裕之（58大） 西山のりこ（60瑞大院） 服部恵理子（61高） 松野　大祐（69大）

監　　事 木津　孝道（43高）
麗澤校友会室 米田　隆彦（52大） 福田　千恵（63高）

代表理事・会長
松浪　　進（32高）

代表理事・副会長
黒須　里美（43高大・麗澤大学麗澤会会長兼務）

会　　長 白澤　美幸（63高）

副 会 長
事務局長 
理　　事 

監　　事 
事 務 局

永冶　真樹（46高） 重松　雅治（66高）
佐坂　浩二（50高）
増田　光辰（46高） 諌山　佳子（51高） 中山　理恵（57高） 木村　道生（58高）
風澤　俊之（60高大） 荻野　有美（66高） 福嶋　あい（84高）
植田　　覚（51高）　 安武　智佐（42高） 
三浦　礼子（51高）　 小島　智子（55高）

れいこう麗澤会

みずこう麗澤会
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麗澤各校　令和４年度　執行部

事務部長 橋冨　英仁（50高）

櫻井　讓 ＜令和4年4月就任＞校　　長

廣中　富士子

古川　圭介（52高）

西野　　徹（49高）

山本　崇之（53高）

教 頭

麗澤中学・高等学校

学長補佐 馬場　靖憲（産官学連携担当） 岩澤　知子（将来構想担当） 
清水　千弘（新学部設置担当） 井出　　元（29高大）（教育理念担当）学校教育研究科研究科長兼務

言語教育研究科研究科長 野林　靖彦 経済研究科研究科長 籠　　義樹
外国語学部学部長  千葉　庄寿 経済学部学部長  上村　昌司
国際学部学部長  野林　靖彦 事務局長 小林　宏明

徳永　澄憲（33瑞）学　　長

渡邉　　信 堀内　一史（36高大）副 学 長

麗澤大学

藤田　知則（58高）校　　長

高橋　周作（54高） 
事務部部長兼務 松本　兼太朗（58高）教 頭

麗澤瑞浪中学・高等学校

中澤　裕隆（55大52高）〈令和４年４月就任〉園　　長

事 務 長 服部　恵理子（61高）

麗澤幼稚園
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皆
様
の
ご
職
業
に
つ
い
て

　
当
会
で
は
４
万
５
０
０
０
人
余
の
会
員

の
方
の
お
名
前
、
現
住
所
、
電
話
番
号
、

ご
実
家
の
住
所
、
母
校
、
卒
業
期
な
ど
の

情
報
を
シ
ス
テ
ム
で
管
理
し
て
お
り
、
住

所
変
更
な
ど
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
際

に
は
、
そ
の
都
度
情
報
を
修
正
し
て
い
ま

す
。

　
最
近
で
は
大
学
で
も
中
学
・
高
等
学
校

で
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重
要
性
が
増
し
て

お
り
、
実
社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
沢
山
ご
ざ
い
ま
す
。
麗
澤

中
学
・
高
等
学
校
で
は
毎
年
「
希
望
職
業

別
講
演
会
」
を
開
催
し
、
麗
澤
大
学
生
が

就
職
活
動
を
行
う
際
に
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
と
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
が
熱
心
か
つ
強

力
な
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
会
員
の
方
の
ご
職
業
が
わ
か
れ

ば
「
希
望
職
業
別
講
演
会
」
の
一
層
の
充

実
や
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
訪
問
や
個
別
相
談
な
ど

を
よ
り
よ
い
マ
ッ
チ
ン
グ
の
上
で
よ
り
深

い
内
容
で
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
後
輩
た
ち
の
学
び
と
成
長
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
ご
職
業
の
登
録
を
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。
麗
澤
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
を
い
た

し
ま
す
。

皆
様
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
つ
い
て

　
皆
様
が
同
窓
会
を
開
く
と
き
、
ま
た
は

都
道
府
県
支
部
が
総
会
や
懇
親
会
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
開
催
す
る
と
き
、
そ
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
母
校
麗
澤
会
か
ら
お
知
ら
せ
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
送
り
す
る
と
き
、
郵
送

や
電
話
で
の
連
絡
で
は
膨
大
な
手
間
と
費

用
が
掛
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
登
録
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
前
述
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
に
関
し
て
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
き
も
有
効
な
連
絡
手
段
と
な
り
ま

す
。

　
こ
ち
ら
も
同
じ
く
麗
澤
校
友
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
を
い
た
し
ま
す
。

　
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
情
報
は
し
っ
か
り
と
管
理
し
、
上
記
の
用
途
以
外
に
は
使

用
い
た
し
ま
せ
ん
。
現
在
も
個
人
の
会
員
か
ら
お
尋
ね
が
あ
っ
た
場
合
は
お
教
え
す

る
の
を
お
断
り
し
て
お
り
、
同
窓
会
開
催
時
の
名
簿
請
求
に
も
期
別
代
表
の
方
か
ら

の
み
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
報
を
ま
と
め
て

お
送
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
皆
様
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
会
報
で
す

が
、
会
員
の
方
の
中
に
は
親
子
で
、
ま

た
、
ご
夫
婦
で
会
員
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

り
、
同
じ
住
所
に
は
１
冊
で
よ
い
、
と
の

お
声
を
沢
山
い
た
だ
い
て
お
り
、
昨
年
の

会
報
１
５
４
号
で
一
括
送
付
の
ご
希
望
を

お
尋
ね
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
か

ら
ご
回
答
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
一
括
送
付
ご
希
望
の
方
に

は
今
回
の
会
報
は
そ
の
よ
う
に
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
不
備
が
あ
り
ま
し
た
ら
同
封

の
ハ
ガ
キ
に
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
は
希
望
さ
れ
な
か
っ
た
方
で
一
括

送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
麗
澤
校
友
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
知
ら
せ
い
た
だ
き

た
く
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
版
会
報
に
つ
い
て

　
麗
澤
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
デ
ジ
タ

ル
版
会
報
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
紙
印
刷

に
よ
る
会
報
を
お
届
け
不
要
の
方
も
同
じ

く
麗
澤
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
知

ら
せ
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
を
い
た
し
ま

す
。ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

　
こ
の
た
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、「
社
団
本
部
」、「
麗
澤
大
学
麗

澤
会
」
と
「
れ
い
こ
う
麗
澤
会
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
統
合
し
ま
し
た
。「
新
着
情

報
」
は
一
括
し
て
掲
載
し
ま
す
。
同
窓
会

開
催
申
請(

援
助
が
あ
り
ま
す)

、
住
所
変

更
、
会
費
納
入
方
法
の
変
更
な
ど
に
引
き

続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

会
員
の
皆
様
へ
引
き
続
き
の
お
願
い
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私
た
ち
の

麗
澤
物
語

テ
ー
マ

　2022年夏のオープンキャンパスは、受験生対策としては総合型選抜対策をメインに
実施。来場型またはオンラインからご参加いただけます。緑あふれる広大なキャンパ
スで、学生スタッフや先生たちと直接話して、大学選びのヒントをつかんでください！

　この夏、麗澤高校では毎年恒例の「サマーチャレンジ寮体験」を
実施します。集団生活で養われる「感謝・思いやり・自立」の３つの
心と熱い友情。寮体験では麗澤高校生（寮生）が皆さんをサポート
して、実際の寮生活を送ります。もちろん、高校の授業も体験でき
ます。中学生の皆さんの参加をお待ちしています。

今後の状況によりプログラムの変更や開催中止の可能性もございます。また日によってプログラムが異なります。
麗澤大学ウェブサイトで随時お知らせいたしますので御確認ください。

　日本一広いキャンパスで麗澤瑞浪ならではのスクールラ
イフを体験してみませんか？ SS（Student Staff ）と呼ば
れるお手伝いの生徒がしっかりサポートするので安心で
す。夏の思い出を皆で作りましょう！ ご参加をお待ちしています。 SS（Student Staff ）がお待ちしています！

※要申込。開催日の約1か月前より麗澤大学ウェブサイトよりお申込みいただけます。

オープンキャンパス
自分の目で見て、聞いて、麗澤を体験してみよう！！

サマーチャレンジ寮体験2022
感染対策を徹底し、万全の体制で皆さんをお迎えします

サマースクール
1泊2日で麗澤瑞浪を体験

お申込はこちら！

7月17日、8月7日・21日、9月18日開 催 日
［2部制］  午前　9：30～12：30

午後　13：30～16：30
※無料駐車場あり、保護者の方も一緒にご参加いただけます

開 催 時 間

入試説明・体験談、キャンパスツアー、学部紹介ブース、面接対策講座など主なプログラム

８月20日（土）～21日（日）
１泊２日

開 催 日

 中学２・３年生（男女各15人）対 象
８月14日（日）申 込 締 切
4,000円（食事、レンタル布団代、保険代等）参 加 費
麗澤サマーチャレンジ寮体験係 担当・諫山佳子
（本校ウェブサイトの申し込みフォームからお申し込みください）

問い合わせ先

対 象 小学４～６年生（通いもOK）／中学2・3年生（寮生活を送ってみたい人）

開 催 日 7月30日（土）～31日（日）

申 込 7月1日（金）9時30分～　本校ウェブサイト、または上記QRコードより　※定員に達し次第申込を締め切ります。

主なプログラム 探求プログラム、夜のお楽しみレク等、盛り沢山です。

参 加 費 3,000円（宿泊費、食事代、保険代込み）　※兄弟割有

問 合 せ 入試広報チーム（0572-66-3111）まで

麗澤
大学

麗澤
中高

麗澤
瑞浪

参加者
募集
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